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八
百
津
と
御
嵩
を
つ
な
ぐ
道

長
い
年
月
を
経
て
、
平
成
28
年
11
月
25

日
、
つ
い
に『
や
お
つ
ト
ン
ネ
ル
』が
開
通
と

な
り
ま
し
た
。
八
百
津
町
の
伊
岐
津
志
地
区

か
ら
、御
嵩
町
へ
続
く
道
が
新
た
に
誕
生
し
、

開
通
式
後
に
は
さ
っ
そ
く
多
く
の
車
が
行
き

交
い
始
め
ま
し
た
。

開
通
式
で
は
、
錦
津
小
学
校
の
児
童
ら
に

よ
る
力
強
い
和
太
鼓
演
舞
が
披
露
さ
れ
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
る
と
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
、
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
を
喜
び
ま
し
た
。

町
か
ら
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ
タ
ク
シ
ー
が
発
進

し
、
金
子
町
長
ら
を
乗
せ
て
真
新
し
い
ト
ン

ネ
ル
を
進
ん
で
行
き
ま
す
。
内
部
は
ラ
イ
ト

で
明
る
く
照
ら
さ
れ
て
お
り
、
３
分
ほ
ど
で

通
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
よ

り
も
グ
ッ
と
距
離
が
近
く
感
じ
ま
し
た
。

御嵩側トンネル入り口に続く道路八百津側トンネル入り口に続く道路 トンネル開通前の山道ルート

くす玉で開通をお祝い

や
お
つ
ト
ン
ネ
ル
開
通
！
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こ
れ
ま
で
の
主
要
地
方
道
多
治
見
白
川
線
は
、
八
百
津-

御

嵩
間
は
山
道
を
抜
け
る
ル
ー
ト
。
車
道
幅
員
が
狭
く
急
カ
ー

ブ
が
連
続
す
る
た
め
、
運
転
手
へ
の
心
理
的
負
担
も
大
き
い

も
の
で
し
た
。
今
回
の
ト
ン
ネ
ル
開
通
で
広
い
道
を
ま
っ
す

ぐ
走
れ
る
こ
と
と
な
り
、
安
心
安
全
な
道
路
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
実
際
に
新
旧
道
路
を
走
行
し
比
べ
て
み
る
と
、距
離
に

し
て
お
よ
そ
２
㎞
、
時
間
に
し
て
お
よ
そ
10
分
弱
の
短
縮
と
な

り
ま
し
た
。全
長
１
３
６
３
ｍ
の「
や
お
つ
ト
ン
ネ
ル
」は
、
こ

れ
か
ら
八
百
津
町
へ
向
か
う
動
脈
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
お
つ
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
あ
た
り
、
多
大
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
み
な
さ
ま
、
そ
し
て
開

通
を
心
待
ち
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
に
、
心
か
ら
の

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

○
平
成
７
年
度　

事
業
着
手

○
平
成
８
年
度　

用
地
買
収
着
手

○
平
成
９
年
度

　

御
嵩
町
側
道
路
改
良
工
事
着
手

○
平
成
13
年
度

　

八
百
津
町
側

　
　
　
　

道
路
改
良
工
事
着
手

○
平
成
21
年
10
月

　

や
お
つ
ト
ン
ネ
ル
工
事
着
手

○
平
成
26
年
６
月
19
日

　

や
お
つ
ト
ン
ネ
ル
貫
通

○
平
成
28
年
３
月

　

や
お
つ
ト
ン
ネ
ル
工
事
完
了

○
平
成
28
年
11
月
25
日

　

供
用
開
始

引
用
元
：
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

『
主
要
地
方
道
多
治
見
白
川
線　

伊
岐
津
志
工
区
』 

岐
阜
県
可
茂
土
木
事
務
所 

発
行

ラッピングタクシーも、参加者に見守られながら早速やおつトンネルへ

児童らによる力強い和太鼓演舞

事
　
業

　
経

　
緯



消防団とは？

消 防

魂
シリーズ
防災特別編
消防団
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全
国
各
地
で
地
震
や
風
水
害
が
多
発
し
て

お
り
、
地
域
に
密
着
し
た
防
災
組
織
の
必
要

性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
の
消
防
団
員
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
町
に
お
い
て
も
団
員
定

数
３
６
５
人
に
対
し
て
３
４
６
人
と
、
毎
年

新
入
団
員
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

１
．は
じ
め
に

団
員
は
、
本
業
を
も
ち
な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。
主
に
火
災
発
生
時
の
消
火
活

動
を
行
い
ま
す
が
、
災
害
時
の
警
戒
や

行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、
消
防
団
長

の
招
集
命
令
に
応
じ
て
出
動
し
ま
す
。

日
頃
は
緊
急
時
に
備
え
た
訓
練
や
点

検
・
火
災
予
防
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
花
火
大
会
の
警
備
や

地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
へ
の
参
加

な
ど
、
地
元
に
根
付
い
た
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

５
．活
動
内
容

八
百
津
町
消
防
団
の
平
均
年
齢
は

37
・
８
歳
。
全
国
の
消
防
団
平
均
年
齢
か

ら
見
る
と
、
比
較
的
若
い
年
代
が
団
員
に

な
っ
て
い
る
現
状
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
10
代
か
ら
20
代
前
半
の
入
団
者
は
少
な

く
、
団
員
の
平
均
年
齢
も
年
々
上
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、核
家
族
化
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
か
ら
地
域
の
連

帯
感
が
希
薄
化
し
て
お
り
、
消
防
団
員
の

確
保
が
困
難
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
に
、

消
防
団
は
重
要
な
組
織
で
す
。
そ
の
た

め
消
防
団
員
が
減
少
す
る
こ
と
は
、
地

域
の
防
災
力
の
低
下
に
直
接
結
び
つ
く

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

６
．町
消
防
団
の
姿

法
律
に
基
づ
き
各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
お

り
、
消
防
署
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
活
動
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
消
防
機
関
で
す
。
地
域
に

密
着
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
安
心
安
全
を
守

る
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

２
．消
防
団
と
は

消
防
署
で
の
常
勤
消
防
職
員
と
は
異
な
る
非

常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

報
酬
の
他
に
、
災
害
や
訓
練
に
出
動
し
た

場
合
は
出
動
手
当
な
ど
も
支
給
さ
れ
、
一
定

期
間
勤
務
す
る
と
在
籍
年
数
な
ど
に
応
じ
た

退
職
報
奨
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
活
動
中
の
ケ
ガ
に
対
し
て
は
公
務

災
害
補
償
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

３
．退
職
金
も
あ
り
ま
す
！

町
の
消
防
団
は
、
条
例
に
お
い
て
八
百
津
町

在
住
ま
た
は
在
勤
の
18
歳
以
上
の
男
女
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
現
在
町
で
は
主
に
30
代（
全
体

の
44
％
）、
続
い
て
40
代（
21
％
）、
20
代（
18
％
）

の
会
社
員
や
自
営
業
の
人
た
ち
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
年
齢
層
は
幅
広
く
、
活
動
を
通
じ
て

地
域
を
結
ぶ
強
い
絆
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

４
．年
齢
層

写
真
右

産
業
文
化
祭
で
の

ラ
ッ
パ
隊
発
表
の
様
子

防
災
訓
練
の
様
子

写
真
左
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消
防
操
法
大
会

消
防
操
法
と
は
、
消
防
団
の
訓
練

の
ひ
と
つ
で
す
。
消
防
に
お
け
る
基

本
的
な
操
作
の
習
得
を
目
指
す
た
め

の
手
順
で
あ
り
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

操
法
と
、
ポ
ン
プ
車
操
法
が
あ
り
ま

す
。
設
置
さ
れ
た
防
火
水
槽
か
ら
給

水
し
、
火
災
現
場
を
想
定
し
た
火
点

と
呼
ば
れ
る
的
に
め
が
け
放
水
。
撤

収
す
る
ま
で
の
一
連
の
手
順
を
演
じ

ま
す
。
ま
た
、
操
法
訓
練
は
消
防
技

術
を
高
め
る
う
え
で
、
非
常
に
重
要

な
訓
練
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

操
法
技
能
の
高
さ
を
競
う
操
法
大
会

が
、
全
国
規
模(

市
町
村
・
郡
大
会
、

都
道
府
県
大
会
、
全
国
大
会)

で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
町
大
会
に
お
い
て
は
小
型

動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
第
五
分
団
が
勝

ち
抜
き
、
郡
大
会
に
出
場
。
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

７
．消
防
団
の
主
な
行
事

出
初
式
は
、
消
防
団
関
係
者
に
よ

り
１
月
上
旬
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
式

で
は
、
優
良
消
防
団
員
の
表
彰
や
分

列
行
進
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

八
百
津
町
消
防
出
初
式
の
歴
史
は

50
年
以
上
と
古
く
、
消
防
団
関
係
者

に
お
い
て
は
伝
統
的
な
行
事
の
一
つ

で
す
。

写
真
上

郡
大
会
に
出
場
し
た

第
五
分
団
の
み
な
さ
ん

出
初
式
で
の
整
列
の
様
子

写
真
中

新
春
の
一
斉
放
水
の
様
子

写
真
下

出
初
式

役
場
２
階 

防
災
安
全
室 

消
防
係

☎
４
３-

２
１
１
１（
内
線
２
２
３
１
）

お
問
い
合
わ
せ

<消防団員募集！>
八百津町消防団では、男女を問わず消防団員を募集しています！

同じ地域に住む同世代の人たちと一緒に、自分の家族、自分の住む

町を守りませんか？

少しでも関心のある方はお近くの消防団員か、役場2階　防災安全

室までご連絡ください！
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岐阜県知事表彰伝達

団　　員

三浦　悠矢

第1分団

団　　員

纐纈　真崇
第1分団

団　　員

汲田　竜也
第3分団勤続功労章 田中　輝之 田中　輝之 青木　浩道

分団長 大野　弘之 本部 佐合　和寿 糟谷　昌志

第2分団

平井　真治
功労章 纐纈　貴則 髙島　竜司 大澤　和也 第4分団

分 団 長
村上　好次

本部
山内　秀篤 今井　道昌 後藤　雅之 第5分団

林　　通宏 山田　淑史
第2分団

和田　吉紀 佐藤　　篤
第6分団

消防司令補 井口　達也 可茂消防 鈴木　　彰 遠藤　彰裕

第3分団

井戸　亮太

副分団長
石井　保雄 第3分団 丹羽　孝文 海老　一輝 部　　長 杉山　正人

ラッパ隊
池井戸　桂 第6分団 遠藤　彰裕

第3分団

杉山　篤司 団　　員 岡崎　　元
部　　長 林　　昌寛 第4分団 志田　和城 山内　順市 八百津町長退団者感謝状授与

班　　長
平井　靖司 第2分団 纐纈　雅史 德田　智則 感謝状
伊東　久敏 第4分団 有賀　孝夫 貝川　圭三 副 団 長 舘林　久宜

前八百津
町消防団

団　　員

纐纈　　哲

第1分団

海老　宏紀 柘植　正光 第4分団 分 団 長 井上　道夫
岩井　伸悟 大脇健太朗 鈴村幸太郎

第5分団
副分団長 村瀬　吉喜

岩井　友典 大脇　雅史 吉田　　勝
部　　長

長谷川　広
岩井　大輔 渡邉　哲広 遠藤　雄三 川合　俊治
大島　清稔 髙木　敦臣 佐藤　寛明 第6分団

団　　員

佐藤　建郎
白木　秀弥

第2分団
遠藤　雄三 第5分団 表彰状 永田　真隆

水野　裕行 伊藤　伸幸 第6分団 副分団長 日置　貴志
第1分団

各務　貴雅
橋本　伸也

第3分団
勤労章（20年）

部　　長
岩井　　靖 佐藤　公紀

杉山　篤司 分 団 長 市岡　恵一 本部 伊藤　慎二
第3分団

三宅　哲也
渡邉　克彦

団　　員

纐纈　昭和 第1分団 渡邉　将也 和田　義浩
市岡　良介 第4分団 山田　利幸

第6分団

班　　長

大野　剛志 第1分団 渡邉　　誠
市岡　紀政 第5分団 藤本　浩幸 柘植　正章 第4分団 後藤　敏也
大鋸　　喬 第6分団 渡邉　好久 大脇　裕司

第5分団
佐藤　　司

八百津町長表彰 勤労章（15年） 渡邉　貴紀 樋口幸一郎
表彰状

団　　員

大島　清稔
第1分団

吉村　秀也
第6分団

渡邉　祐輝

班　　長
岩井　哲也 第1分団 纐纈　貴則 池井戸宏泰 秋松　俊博
吉田　貴幸 第2分団 白木　秀弥

第2分団
八百津町消防団長表彰 山田　真一

団　　員

箕浦　隆二 第1分団 荻曽　高宏 表彰状 横野　和人
小島　将司 第2分団 山田　和洋 班　　長 若宮　良輔 第3分団 林　恒一郎
安藤　伸祥

第3分団

日比野祐基 第4分団

団　　員

野田　祥伸
第1分団

渡邉　　靖
飯田　秀隆 山田　丈寿

第6分団
岩井　裕太 長谷川泰幸

遠藤　幸博 大鋸　　喬 平尾　聰次 伊佐治泰宏
汲田　竜也 伊藤　宗寿 小島　準己

第2分団
各務　良樹

平井　真治 長谷川雅彦
ラッパ隊

粕谷　晃良 八百津町消防友の会長退団者家族感謝状
後藤　雅之 第5分団 佐藤　康樹 青山　　茂

第3分団

感謝状
井戸　亮太 第6分団 後藤　裕樹 飯田　博亮 副 団 長 館林　久宜 直子
岡崎　　元 ラッパ隊 中濃ブロック消防協会長表彰伝達 山田　真吾 分 団 長 井上　道夫 緋沙

岐阜県消防協会長表彰伝達 功績章 青木　浩道

団　　員

永田　真隆 順子
功績章

団　　員
大脇慎太朗 第3分団 大澤　和也 第4分団 各務　貴雅 優子

副分団長 日置　貴志
第1分団

山口　勝也 第6分団 佐藤　　篤 第6分団 佐藤　公紀 みどり

部　　長

山田　竜哉 加茂郡消防協会長表彰 部　　長 杉山　正人 ラッパ隊 後藤　敏也 里美

渡邉　将也
第3分団

勤労章（15年） 八百津町消防友の会長感謝状 佐藤　　司 陽子

伊藤　慎二 部　　長 松浦　　聡 第6分団 感謝状 川合　俊治 真貴

林　　昌寛 第4分団

団　　員

吉田　昌伸 第1分団
班　　長

岩井　哲也 第1分団 山田　真一 宏美
松浦　　聡

第6分団
古田　孝司

第2分団
吉田　貴幸 第2分団 渡邉　　靖 奈々

各務　博紀 河田　繁和 若宮　良輔 第3分団 長谷川泰幸 信子

班　　長

大野　剛志
第1分団

山田　淑史

団　　員

野田　祥伸

第1分団
佐藤　健治 大脇　　充 第3分団 岩井　裕太
伊佐治豊史 柘植　賢一 第4分団 箕浦　隆二
大脇　友博

第3分団

吉田　昭三 第5分団 平尾　聰次
石井　元基 山口　茂義 第6分団 小島　将司

第2分団石井　隆文 勤労章（10年） 小島　準己
山崎　秀哲 部　　長 岩井　　靖 第1分団 粕谷　晃良
柘植　竜平 第4分団

班　　長
山崎　秀哲 第3分団 安藤　伸祥

第3分団

大脇　裕司 第5分団 柘植　竜平 第4分団 青山　　茂
池井戸宏泰

第6分団 団　　員

佐合　智幸

第1分団

飯田　博亮
後藤　伸也 土谷　成生 遠藤　幸博
鎌田　泰寛 玉木　英喜 飯田　秀隆
吉村　秀也 岩井　伸悟 山田　真吾

1月8日(日)、ファミリーセンター大ホールで「八百津町消防出初式」が開催され、臼田団長をはじめ

とする258人の消防団員のほか、可茂消防事務組合、婦人防火クラブのみなさんが安心・安全のまち

づくりを誓いました。

式典では、功労のあった消防団員らが表彰され、その後、八百津小学校校庭で消防団員の閲団や服

装点検・車両点検を行いました。同校校庭から蘇水公園まで分列行進を行った後、蘇水公園にて一斉

放水が行われました。

平成29年 八百津町消防出初式

本年も八百津町消防団をよろしくお願いします！
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教育の窓

杉原千畝氏を学ぶ・発信する。そして自分に生かす。
～人道創作劇「メノラの灯」の取り組み～ 八百津小学校　教頭　松岡　裕二シリーズ 教育の窓

No.62

本校は、「夢・志の芽を育む学校づくり」をめざ

しています。「価値あるものへのあこがれ」・「価

値あるものへの挑戦」・「役に立てる喜びを実践で

きる活動」の３つを通して、子どもたちが“自分自

身の良さを発見する”ことを大切にしてきました。

特に杉原千畝氏の人道精神を受け、「ひびき

あいの日（メノラの灯）」の取り組みを通して、

命を大切にすることや思いやりの心の育成を目

指しています。

劇づくりの中で、「ビザを求めるユダヤの人

はどんな気持ちだろう。」「千畝さんがビザの発

給を決断した時、どんな思いだったのか。」な

ど登場人物の気持ちを考えながら、台詞の言い

回しや演技をみんなでつくりあげていきました。

上演当日には、金子町長をはじめ、多くの来

賓のみなさまや保護者、地域の方など約370人

が観に来てくださいました。今年度で11回目を

迎えた「メノラの灯」ですが、1月31日（火）には、

ぎふ清流文化プラザで行われる「ふるさと教育

フェスタ」において、新たな人道創作劇を上演

する予定になっています。いままでの「メノラ

の灯」としてはひとまず今年度で最後になりま

すが、来年度からも新しい人道創作劇として上

演していきます。

昨年11月25日（金）、杉原千畝氏が卒業した名

古屋市の平和小学校の３年生・６年生と本校の児

童との交流会

を行いました。

ファミリーセ

ンターにて互

いの学校紹介

をしたあと、

「メノラの灯」

の最終リハーサルを見てもらいました。「今まで

千畝さんのことは本を読んで知っていましたが、

実際にビザの発給を決断する場面を見て感動しま

した。」と平和小学校の代表の児童が感想を発表

してくれました。また、名古屋市教育委員会・名

古屋市役所・岐阜県教育委員会の方も一緒に参観

してくださいました。このように多くの方と交流

ができるのも、杉原千畝氏の人道精神が縁であり、

来年度もいろいろな学校などとの交流を続けてい

きたいと考えています。

１．名古屋市立平和小学校との交流

「ひびきあい集会」の第二部として、ひびきあ

い週間中に取り組んできた児童会活動や各学

級でのボラン

ティア活動・

思いやりのあ

る行動につい

て、報告・交

流を行いまし

た。「私は毎日、

立ち止まってあいさつすることをがんばりまし

た。」「僕はトイレのスリッパを見て、整えるよ

うにしました。」など、この活動を通して、全

校のみんなが仲間のためになる行動を自分から

進んでできるようになりました。学校には、い

つも元気なあいさつの声が飛び交い、優しさあ

ふれる八百津小学校になっています。

最後に全校で「OMOIYARIの歌」を合唱しま

した。この歌にこんな歌詞があります。『「あり

がとう」と言われたら、なぜかうれしくなった

よ。OMOIYARIは世界を幸せにする魔法』こん

な気持ちを大切に、杉原千畝氏の人道精神をこ

れからも受け継いでいきたいと思います。

３．プロジェクト活動の成果交流

「命を救えない者に、国は救えない。」「よし、

私は自分の良心に従う。発給しよう。彼らにビ

ザを！」これは

八百津小学校

の人権創作劇

「メノラの灯」

での台詞のひ

とつです。11

月26日（土）に

「ひびきあい集会」の第一部として、「メノラの

灯」を上演しました。

２．人道創作劇「メノラの灯」の上演
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役 場 か ら の お 知 ら せ

マイナンバーってなんだろう？
2階　総務課　行政係　☎内線2215

八百津町役場
　☎43-2111　FAX 43-0969
　HP　http://www.town.yaotsu.lg.jp/

シルバー人材センター

11月分実績

件　　数 108件

就労人員 902（実79）人

就労時間 4230.50時間

受託金額 4,836,857円

シルバー人材センター☎43-5567

平成29年1月1日現在の人口

人　口 男　性 女　性 世　帯

総人口 11,435人 5,528人 5,907人 4,306世帯

(日本人) 11,349人 5,497人 5,852人 4,272世帯

(外国人) 86人 31人 55人 34世帯

※混合世帯は日本人世帯に含まれます。

●2月28日 納期限●
固定資産税 4期分

国民健康保険税 10期分

介護保険料 10期分

後期高齢者医療保険料 8期分

保育料 2月分

水道料 2月分

町営住宅使用料 2月分

●1月31日 納期限●
町県民税 4期分

国民健康保険税 9期分

介護保険料 9期分

後期高齢者医療保険料 7期分

保育料 1月分

水道料 1月分

町営住宅使用料 1月分

納期のお知らせ
※ 口座振替をご利用の方は残高を確認ください。 　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
は
、「
国
民
の
利
便
性
の
向
上
」「
行

政
の
効
率
化
」「
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
」と
い
う
目
的
が

あ
り
ま
す
。

●
国
民
の
利
便
性
の
向
上
…
面
倒
な
行
政
手
続
き
が
簡
単
に
！

●
行
政
の
効
率
化
…
業
務
に
か
か
る
時
間
や
労
力
が
大
幅
削
減
！

●
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現
…
給
付
金
等
の
不
正
受
給
を
防
止
！

<

ど
ん
な
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
必
要
な
の
？>

　

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の
行
政
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
必
要
で
す
。
具
体
的
に
は
左
記
の
ケ
ー
ス
で
提
示
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

<

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
っ
て
ど
ん
な
カ
ー
ド
？>

　

身
分
証
に
も
な
る
顔
写
真
付
き
カ
ー
ド
で
す
。
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

の
機
能
を
使
い
、
将
来
的
に
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
の
写
し
を
取

得
で
き
る
な
ど
便
利
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

<

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
ど
う
し
た
ら
も
ら
え
る
の
？>

詳
し
く
は
役
場
１
階　

町
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
お
知
ら
せ
が
届
い
た
ら
、

早
め
の
受
け
取
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

<

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
大
丈
夫
？>

　

個
人
情
報
を
保
護
す
る
制
度
や
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
法
律
に
違
反
し

た
場
合
の
罰
則
強
化
な
ど
、安
心
・
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

・
番
号
確
認
と
本
人
確
認
で
な
り
す
ま
し
を
防
止

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲
や
情
報
連
携
の
範
囲
を
法
律
で
制
限

・
情
報
の
分
散
管
理
や
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
制
御

・
通
信
の
暗
号
化

・
独
立
性
の
高
い
第
三
者
機
関
に
よ
る
監
視
・
監
督

・
法
律
違
反
に
は
厳
し
い
罰
則

・
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
高
い
個
人
情
報
は
記
録
さ
れ
な
い

・
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
利
用
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
須

・
情
報
の
不
正
な
読
み
取
り
や
偽
造
が
で
き
な
い
対
策
あ
り

・
カ
ー
ド
紛
失
の
場
合
は
年
中
無
休
で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
が
対
応

・ 

年
末
調
整
や
源
泉
徴
収
票
の
作
成
、
雇
用
保
険
の
手
続
き
で

勤
務
先
へ

・
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
の
手
続
き
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

・
福
祉
や
介
護
の
手
続
き
で
町
へ

・
税
の
確
定
申
告
な
ど
の
時
に
税
務
署
へ

・
児
童
手
当
や
出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の
申
請
時
に
町
や
保
険
組
合
へ

・
生
命
保
険
、
損
害
保
険
、
共
済
の
受
け
取
り
時
に
保
険
会
社
や
組
合
へ

・
災
害
時
の
支
援
制
度
の
利
用
申
請
時
に
町
へ

・
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
ー
ト
を
始
め
る
時
に
バ
イ
ト
先
や
パ
ー
ト
先
へ

●3月31日 納期限●
後期高齢者医療保険料 9期分

保育料 3月分

水道料 3月分

町営住宅使用料 3月分
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人
道
の
丘
公
園
内
に
あ
る
カ
フ
ェ「
ひ
だ
ま
り
キ
ッ
チ
ン
Ｓ
ｏ
ｒ
ａ
ｍ
ａ
ｍ
ｅ
」。
店

内
は
木
の
温
も
り
を
感
じ
ら
れ
る
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
広
々
と
し
た
空
間
で
す
。
京
都

で
長
年
修
行
を
し
て
き
た
オ
ー
ナ
ー
が
、
繊
細
な
お
料
理
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
創
作

ス
ウ
ィ
ー
ツ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

八
百
津
町
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
し
て
い
た
だ
け
る
ス
テ
キ
な
空
間
で
、
み
な
さ
ま

の
ご
縁
を
繋
ぐ
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。
お
一
人
ず
つ
お
話
で
き
る
、
一
対
一
の
ト
ー
ク

タ
イ
ム
。
た
く
さ
ん
の
方
と
お
話
で
き
る
フ
リ
ー
タ
イ
ム
。
ア
プ
ロ
ー
チ
タ
イ
ム
や
ハ
ッ

ピ
ー
チ
ャ
ン
ス
な
ど
の
企
画
を
ご
用
意
し
、
出
会
い
を
掴
む
チ
ャ
ン
ス
を
提
供
し
ま
す
。

●
と
　
き
：
３
月
12
日（
日
）　

午
後
３
時
～
５
時（
受
付　

午
後
２
時
40
分
か
ら
）

●
と
こ
ろ
：
ひ
だ
ま
り
キ
ッ
チ
ン
Ｓ
ｏ
ｒ
ａ
ｍ
ａ
ｍ
ｅ　

～
ソ
ラ
マ
メ
～

　
　
　
　
　

八
百
津
町
八
百
津
１
０
８
８-

２　

人
道
の
丘
公
園
管
理
棟
内

http://kankou.yaotsu.jp/2016/07/09/sora-m
am

e

●
ア
ク
セ
ス
：
杉
原
千
畝
記
念
館
か
ら
徒
歩
３
分　

駐
車
場
８
台（
公
園
駐
車
場
37
台
）

●
参
加
条
件
：
男
性　

27
歳
～
46
歳
程
度　

 

岐
阜
県
在
勤
・
在
住
の
人

　
　
　
　
　
　

女
性　

25
歳
～　
　
　
　
　
　

県
内
・
県
外
ど
な
た
で
も
参
加
可
能

●
持
ち
物
：
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
）

●
定
　
員
：
男
性
12
名/

女
性
12
名　

合
計
24
名
程
度

●
参
加
費
：
男
性　

４
０
０
０
円　

女
性　

２
０
０
０
円（
当
日
現
金
徴
収
い
た
し
ま
す
。）

●
そ
の
他
：
軽
食
・
ケ
ー
キ
・
ド
リ
ン
ク
付/

女
性
の
方
へ
ス
テ
キ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
付

　

※
参
加
希
望
者
に
は
事
前
に「
恋
愛
結
婚
力
診
断
」を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選/

最
低
執
行
人
数（
各
６
名
）に
満
た
な
い
場
合
は
中
止

●
お
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
：http://konsapogifu.com

/

　

※
参
加
決
定
者
へ
は
、メ
ー
ル
に
て
連
絡
い
た
し
ま
す
。参
加
条
件
に
嘘
偽
り
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
登
録（
初
回
）の
持
ち
物　
　

　

①
３
か
月
以
内
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
２
枚

　

②
独
身
証
明
書（
役
場
で
発
行
し
て
お
り
ま
す
）

　

③
本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
と
そ
の
コ
ピ
ー

●
メ
ー
ル　

ketukon@
tow

n.yaotsu.lg.jp

※
結
婚
相
談
所
は
、

　

毎
月
３
回
定
期
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

●
と
こ
ろ　

役
場
西
側　

防
災
セ
ン
タ
ー

●
と
　
き　

２
月
11
日 

（
土
） 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

18
日 

（
土
） 

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

 

24
日 

（
金
） 

午
後
７
時
～
９
時

八
百
津
町
結
婚
相
談
所
は
、
真
剣
に
結
婚
を
し
た
い
と
思
う
独
身

男
女
（
町
外
の
方
で
も
OK
！
）
を
対
象
に
無
料
で
開
催
し
て
お
り
ま

す
。専

門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
個
別
に
相
談
を
受
け
、
個
人
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
安
心
し
て「
は
じ
め
の
一

歩
」を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
！
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
予

約
も
可
能
で
す
。

「学べる」結婚相談所
結婚相談員募集！

2階　総務課　政策調整係　☎内線2212

男女共同参画委員募集！
2階　総務課　政策調整係　

☎内線2212

「かも丸とかも美の男女共同参画の
会」は、「みのかも定住自立圏構想」に
基づき、美濃加茂市と加茂郡7町村で
構成された会です。「女性の活躍」「イ
クメン」など男女共同参画に関する講
演会やバスツアー、フォトコンテス
トを企画・運営しております。

性別にとらわれずお互いのことを思い
合う、そんなきっかけとなる企画をみん
なで考えて、一緒に運営してみませんか。

○募集人数　2名程度

（応募多数の場合は抽選となります）

○募集期間　1月20日（金）～2月15日（水）

○対　象　 月1回程度、平日の夜の

会議に出席できる方

（時間は1時間半程度で、開催日は相談）

○任　期　平成30年3月31日（土）まで

「学べる」結婚相談所主催　婚活パーティー
2階　総務課　政策調整係　☎内線2212

八百津町結婚相談会
2階　総務課　政策調整係　☎内線2212

役 場 か ら の お 知 ら せ

八百津町「学べる」結婚相談所は少子化対
策の一環として平成26年度から結婚相談所
を開催しています。今年度は民間のアドバイ
ザーと一緒に相談窓口業務・婚活セミナー・
婚活イベントなどを開催しております。

登録者のお相手探しからお見合い、
ご成婚までをサポートしていただける
方を募集します。人と話すことやお世
話をすることが好きな方、もちろん未
経験者も大歓迎です！
【活動内容】
○結婚相談会の相談業務　月3回開催（シフト制）

登録作業　→システムによるお相手探し
　→登録者へマッチングの連絡
　→お見合い後のアフターフォロー

○婚活イベント、セミナー等のサポート
【募集要項】
・年　齢　40～60歳程度　相談員研修あり
・報　酬　報酬あり
・任　期　平成29年4月1日～1年更新
・応募期間　2月28日（火）まで
　※ 結果については、厳正なる選考の

上決定させていただきます。

・お申し込み　 総務課政策調整係まで、お気
軽にお問い合わせください。

・メール　ketukon@town.yaotsu.lg.jp



広報やおつ No.557 10

ペット（犬）の適正な飼育をお願いします！
1階　水道環境課　環境衛生係　☎内線2124

役 場 か ら の お 知 ら せ

１
．犬
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い

　

「
狂
犬
病
予
防
法
」に
よ
り
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
登
録
し
、
そ
の
鑑
札

を
犬
に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

登
録
は
生
涯
１
回
で
す
。
登
録
を
し
な
い
と
罰
金
を
課
せ
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

犬
が
死
亡
し
た
場
合
は「
死
亡
届
」が
、
飼
い
主
の
氏
名
・
住
所
等
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は「
犬
の
登
録
事
項
変
更
届
」が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

上
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

２
．狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
年
１
回
受
け
て
く
だ
さ
い

　

予
防
注
射
後
に
は
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
、
そ
れ
を
犬

に
つ
け
て
お
く
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※ 

狂
犬
病
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
界
で
は
狂
犬
病
に
よ
り

毎
年
３
～
５
万
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
、
万
が
一
狂
犬
病
が
日
本
に
侵
入
し
た
際
、
犬
に
流
行
す

る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
．犬
の
習
性
等
を
正
し
く
理
解
し
て
、最
期
ま
で
適
正
に
責
任
を
も
っ
て
飼
っ
て
く
だ
さ
い

　

大
き
さ
に
応
じ
て
餌
お
よ
び
水
を
与
え
、
運
動
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

犬
の
健
康
と
安
全
に
気
を
配
り
、
そ
の
命
を
終
え
る
ま
で
責
任
を
も
っ

て
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。
他
の
人
に
迷
惑
や
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
適
切

な
し
つ
け
や
訓
練
を
し
ま
し
ょ
う
。

４
．犬
は
放
し
飼
い
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い

　

柵
で
囲
ま
れ
た
敷
地
内
あ
る
い
は
室
内
な
ど
人
に
迷
惑
を
及
ぼ
す
こ
と

の
な
い
場
所
を
除
い
て
、
犬
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

５
．犬
が
逃
げ
た
り
、
迷
子
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

犬
が
逃
げ
た
り
迷
子
に
な
る
と
、
犬
や
周
り
の
人
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
環
境
へ
も
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
逸

走
や
迷
子
防
止
の
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

６
．犬
の
フ
ン
尿
そ
の
他
の
汚
物
は
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い

７
．繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、

不
妊
・
虚
勢
手
術
等
の
繁
殖
制
限
を
し
ま
し
ょ
う

８
．人
と
動
物
と
の
共
通
感
染
症
の
正
し
い
知
識
を
も
ち
、

感
染
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

飼
い
主
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
す
べ
て
に
責
任
を
持
つ
こ
と
で
す
！

（
岐
阜
県
動
物
愛
護
推
進
協
議
会
発
行「
犬
の
飼
い
主
の
方
へ
」か
ら
抜
粋
）

『
あ
る
犬
の
お
は
な
し

～
殺
処
分
ゼ
ロ
を
願
っ
て
～
』

作
・
絵　

k
a
ise

i

家
族
と
思
っ
て
飼
わ
れ
て
い
た
犬
の
運

命
は
…

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://aruinu.link/

ペ
ッ
ト
も
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

◆
健
康
管
理
と
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
！

突
然
の
災
害
は
人
に
も
犬
に
も
大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
り

ま
す
。
普
段
か
ら
犬
の
健
康
状
態
に
注
意
し
、
予
防
接
種
や
ノ

ミ
な
ど
の
外
部
寄
生
虫
の
駆
除
を
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

避
難
所
で
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、む
や
み
に
吠
え
な
い
、

キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グ
や
ケ
ー
ジ
に
慣
ら
し
て
お
く
、
他
人
に
友
好

的
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
の
し
つ
け
を
普
段
か
ら
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
周
り
の
人
の
た
め
で
も
あ
る
と
同
時

に
、
犬
の
ス
ト
レ
ス
を
少
な
く
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
迷
子
札
と
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
！

突
然
の
災
害
で
は
犬
と
離
れ
離
れ
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
犬
が
迷
子
に
な
り
ど
こ
か
で
保
護
さ
れ
た
と
き
、
す
ぐ
に

飼
い
主
が
わ
か
る
よ
う
に
、
普
段
か
ら
身
元
を
示
す
も
の
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

義
務
づ
け
さ
れ
て
い
る
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
の

他
、
外
か
ら
見
え
て
誰
で
も
す
ぐ
わ
か
る
迷
子
札
を
つ
け
る
と

と
も
に
、
半
永
久
的
な
身
元
証
明
と
し
て
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を

入
れ
る
と
い
っ
た
、
二
重
の
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
飼
い
犬
が
人
を
噛
ん
だ
と
き
は
・
・
・

　

飼
い
犬
が
人
を
噛
ん
で
し
ま
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
保
健
所

等
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

●
飼
い
犬
が
い
な
く
な
っ
た
と
き
は
・
・
・

　

飼
い
犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
保
健
所
と
警

察
署
へ
届
け
て
く
だ

さ
い
。

● 

飼
え
な
く
な
っ
た

と
き
は
・
・
・

　

ま
ず
、
適
正
に
飼

養
で
き
る
新
し
い
飼

い
主
を
探
し
て
く
だ

さ
い
。
や
む
を
え
ず
、

ど
う
し
て
も
飼
え
な

く
な
っ
た
場
合
は
、

最
寄
り
の
保
健
所
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

動物の愛護および管理に関する相談窓口
○可茂保健所 0574-25-3111（代）

○岐阜県動物愛護センター 0575-34-0050

『
ず
ー
っ
と
　
ず
っ
と
　
だ
い
す
き
だ
よ
』

評
論
社　

児
童
図
書
館
・
絵
本
の
部
屋

ハ
ン
ス
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム　

絵
と
文

久
山
太
市　
　
　

 

訳

最
後
ま
で
大
切
に
犬
を
飼
っ
た
子
の
心

は
…

人
と
犬
の
生
活
を
描
い
た
絵
本
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冬
場
に
長
期
間
留
守
に
す
る
場
合
や
、
気
温
が
氷
点
下
４

℃
以
下
に
な
る
と
水
道
が
凍
結
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
屋

外
・
北
側
で
日
が
当
た
ら
な
い
場
所
・
風
当
た
り
の
強
い
と

こ
ろ
・
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
な
ど
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。
早
め
に
凍
結
防
止
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

<

水
道
管
の
凍
結
防
止
方
法>

　

む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管
や
蛇
口
に
、
保
温
材
・

古
い
毛
布
・
布
き
れ
な
ど
を
巻
き
付
け
、

そ
の
上
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を

巻
い
て
凍
結
の
防
止
を
し
て
く
だ
さ
い
。

<

水
道
管
が
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら
？>

　

た
だ
ち
に
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓（
右
下
写
真
参
照
）を
閉
め
て
、
水
が
止
ま
っ
た
こ
と
を

確
認
し
、
町
指
定
水
道
工
事
業
者
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
止
水
栓
を
閉
め
て
も
水
が
止
ま
ら
な
い

場
合
は
、
止
水
栓
が
故
障
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
水
道
環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

<

定
期
的
に
漏
水
し
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
！>

　

最
近
、
漏
水
に
よ
る
水
道
水
の
使
用
量
増
加
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
漏
水
を
そ

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
水
道
料
金
に
反
映
さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
負
担
が
多
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
検
診
時
に
検
針
員
が
確
認
し
ま
す
が
、
月
に
１
回

は
ご
自
身
で
水
道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

<

漏
水
の
確
認
方
法
は
？>

　

家
の
中
や
庭
の
散
水
栓
な
ど
の
水
が
出
る
と
こ
ろ
を
全
て
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
開
け
、
メ
ー
タ
ー（
左
下
写
真
参
照
）の
パ
イ
ロ
ッ
ト

が
回
っ
て
い
れ
ば
漏
水
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

<

宅
内
で
漏
水
し
て
い
た
ら
？>

　

宅
内
の
漏
水
調
査
・
修
繕
な
ど
は
す
べ
て
町
指
定
水
道
工
事
業
者
が
扱
っ
て
い
ま

す
の
で
、
直
接
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
際
の
修
理
費
等
は
本
人
負
担
で
す
。

※ 

漏
水
に
よ
る
高
額
の
水
道
使
用
量
が
発
生
し
た
時
、
漏
水
の
発
生
状
況
に
よ
り

減
額
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

<

下
水
道
の
接
続
は
お
早
め
に
！>

　

毎
日
使
っ
て
い
る
水
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
汚
し
た
水
は
き
れ
い
に
し
て
、

自
然
に
戻
す
こ
と
が
一
番
で
す
。
次
の
世
代
の
た
め
に
、
生
活
環
境
と
自
然
環
境

を
守
る
こ
と
は
私
た
ち
の
使
命
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
接
続
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
少
し
で
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

<

水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
？>

　

凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
や
布
な
ど
を
被
せ
、
そ

の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と「
ぬ
る
ま
湯
」を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
蛇
口
を
開
け
て
も
す
ぐ
に
水
が
出
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
で
も
蛇
口
は
開
け
た
ま
ま
に
せ

ず
、
必
ず
閉
め
て
自
然
に
溶
け
る
の
を

待
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
熱
湯
を
急
に
か
け
る
と
、

　

水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水道を寒さから守ってあげてください！
1階　水道環境課　業務係　☎内線2123

町営住宅入居者募集！
3階　建設課　建築住宅係　

☎内線2319

●募集期間
　1月20日（金）から2月17日（金）まで
●募集戸数　1戸

・潮見住宅（自治会加入が必要です）
　八百津町潮見地内　
　平成28年度建設　木造平屋　一戸建て
　2LDK　ロフト付き　67.9㎡　

（洋室の照明 ･･･ 入居者持込）
　対面キッチン・オール電化
　駐車場　2～3台分スペース有り
　家　賃　40,000円

（共益費、駐車場代不要）
　※ 18歳以下の同居者1人につき

5,000円減免

●入居可能日　平成29年4月上旬
※ 申し込み前に住宅の室内を見たい方

は、2月3日（金）午前9時30分から、もし
くは2月8日（水）午後1時30分から見学
可能です。（※各日1時間程度・要連絡）

入居資格（詳細はお尋ねください。）
1． 10年以内または入居者、配偶者のい

ずれかが50歳に達するまでのどちら
か早いときまでに町内に住宅を購入
または建築し定住すること

2． 町税および町使用料（町外在住者に
ついては住所地の市町村税）を滞納
していないこと

3．  配偶者または3ヶ月以内の婚姻予約
者がいること

4． 所得年額　入居者および同居者の年間
所得額が合計144万円以上であること

5． 連帯保証人を2名立てられること（所
得のある別住所で税等の滞納のない方）

6． 入居者または同居者が暴力団員によ
る不当な行為の防止等に関する法律

（平成三年法律第七七号）第二条第六
号に規定する暴力団員でないこと

お申し込みの際には前年度の所得が
わかるものをご持参ください。

※ 応募者が多数の場合は抽選により決定
いたします。

※ 応募が無い場合には募集期間を延長す
ることがあります。

役 場 か ら の お 知 ら せ
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「やらなきゃ」から「やりたい」に変わる！！教室に参加しませんか？
健康福祉課　健康増進係　（保健センター内）　☎内線2561

平成28年分確定申告・住民税申告（町民税・県民税）
役場1階　町民課　住民税係　☎内線2117・2118

●
と

　
き
：
２
月
18
日（
土
）　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

●
と
こ
ろ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内

　
容
：
①
今
の
自
分
を
知
ろ
う
！（
血
圧
・
体
重
等
）

　
　
　
　
　

②
保
健
師
の
と
っ
て
お
き
の
話

　
　
　
　
　

③ 

食
の
プ
ロ
と
楽
し
く
学
ぼ
う
、考
え
よ
う
、

体
験
し
よ
う

～
八
百
津
町
大
作
戦(

血
糖
値
編)

～

　
　
　
　
　

④
脱
糖
質
食
の
調
理
実
習

●
持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン　

三
角
巾　

手
ふ
き
タ
オ
ル

　
　
　
　
　

味
噌
汁 （ 

塩
分
測
定
を
行
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　

汁
を
少
し
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

●
参
加
費
：
３
０
０
円　
　

●
定
　
員
：
先
着
20
名

●
締
　
切
：
２
月
13
日(

月)

●
お
申
し
込
み
：

　
い
ず
れ
も

　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

楽
し
く
食
事
♪

　「
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
」

●
と

　
き
：
２
月
10
日（
金
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
と
こ
ろ
：
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室

●
内

　
容
：
①
耳
よ
り
ト
ー
ク
！

　
　
　
　
　

②
す
っ
き
り
！
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

●
講

　
師
：
健
康
運
動
指
導
士　

金
子
真
美
先
生

●
持
ち
物
： 

水
か
お
茶
を
５
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
以
上
・

タ
オ
ル
・
運
動
靴

　
　
　
　
　

※ 

運
動
し
や
す
く
、
調
整
し
や
す
い
服
装
で

来
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費
：
３
０
０
円　
　

●
定

　
員
：
先
着
20
名

●
締

　
切
：
２
月
９
日(

木) 

楽
し
く
運
動
♪
　「
い
き
い
き
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

○
所
得
税
の
確
定
申
告
書

　

〒
５
０
１-

３
２
９
３

　
　

関
市
川
間
町
２
番
地　

関
税
務
署

○
町
・
県
民
税
の
申
告
書
　　

　

 

〒
５
０
５-

０
３
９
２

　
　

八
百
津
町
八
百
津
３
９
０
３
番
地
２

役
場
１
階　

町
民
課　

住
民
税
係

※ 

作
成
し
た
デ
ー
タ
を
利
用
し
て「
e-

T
a
x（
電
子
申
告
）」

に
よ
り
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※ 

印
刷
し
郵
送
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
も
で
き
ま
す
。

た
い
へ
ん
便
利
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作

成
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、
金
額
等
を
入
力
す
れ
ば

税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
誤
り
が
少
な
く

ご
自
身
で
確
定
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

本
年
も
次
ペ
ー
ジ
の
日
程
に
よ
り
申
告
相
談

を
行
い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
印
鑑（
納
税
と
な
る
人
は
、
預
金
通
帳
登
録
印
）

★ 

申
告
書
（
お
手
元
に
な
い
人
は
申
告
会
場
の

も
の
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

★ 

源
泉
徴
収
票
原
本【
コ
ピ
ー
不
可
】（
給
与
所

得
者
・
公
的
年
金
受
給
者
）

★ 

収
支
内
訳
書
（
営
業
所
得
・
農
業
所
得
・
不

動
産
所
得
の
あ
っ
た
人
）

★ 

売
買
契
約
書
お
よ
び
譲
渡
に
係
る
必
要
経
費
の
領

収
書（
土
地
建
物
の
譲
渡
に
よ
る
所
得
が
あ
っ
た
人
）

★ 

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
、
生
命
保
険

等
の
各
種
保
険
料
控
除
証
明
書
、
障
害
者
手

帳
な
ど（
各
種
控
除
を
受
け
る
人
）

★ 

還
付
金
振
込
金
融
機
関（
本
人
名
義
）の
口
座

番
号
等
が
わ
か
る
も
の（
還
付
を
受
け
る
人
）

★ 

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

た
は
番
号
確
認
書
類
＋
身
元
確
認
書
類
）

※ 

番
号
確
認
書
類
＝
通
知
カ
ー
ド
、
個
人
番
号

が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
、
個
人
番
号

が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
の

う
ち
い
ず
れ
か
１
つ

※ 

身
元
確
認
書
類
＝
運
転
免
許
証
、
旅
券
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
年
金
手
帳
、
公
的
医
療
保

険
の
被
保
険
者
証
な
ど

※ 

代
理
の
場
合
は
代
理
人
の
身
元
確
認
書
類
お

よ
び
別
世
帯
の
方
は
委
任
状
等
代
理
権
確
認

書
類
も
必
要
で
す
。

※ 

申
告
会
場
は
た
い
へ
ん
混
雑
し
、
待
ち
時
間

も
非
常
に
長
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
書
類
は

可
能
な
限
り
ご
自
身
で
作
成
、
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

申
告
会
場
で
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
い
て

も
、受
付
で
き
な
い
申
告
内
容
が
あ
り
ま
す
。

事
業
や
譲
渡
、
配
当
に
よ
る
所
得
、
消
費
税

な
ど
複
雑
な
申
告
に
つ
き
ま
し
て
は
、
可
能

な
限
り
ア
ピ
セ
・
関
会
場
の
利
用
を
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
実
施
に
伴
い
、
今
回

よ
り
申
告
書
に
本
人
お
よ
び
扶
養
親
族
等
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま
し

た
。
申
告
者
は
本
人
確
認
書
類
の
提
示
ま
た

は
写
し
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

お
　
願

　
い

申
告
に
必
要
な
も
の（
一
例
）

役 場 か ら の お 知 ら せ
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■ 

医
療
費
控
除
を
申
請
さ
れ
る
方
は
、「
医
療
費

の
明
細
書
」の
事
前
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。

（「
医
療
費
の
明
細
書
」の
様
式
は
、
役
場
１
階

町
民
課　

住
民
税
係
お
よ
び
各
出
張
所
に
備

え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

【
申
告
に
際
し
て
の
注
意
点
等
】

■ 

平
成
28
年
中
は
無
収
入
で
も
、
平
成
29
年
度
に

所
得
証
明
等
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
や
町
営
住

宅
入
居
者
等
で
18
歳
以
上
の
方
は
必
ず
住
民
税

（
町
民
税
・
県
民
税
）の
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■ 

確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
場
合
で
も
、住
民
税

（
町
民
税
・
県
民
税
）の
申
告
を
す
る
こ
と
で
、国

民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
介

護
保
険
料
等
の
軽
減
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■ 

国
外
居
住
親
族
に
係
る
各
種
控
除
を
受
け
る
場
合

に
は
、今
回
よ
り
親
族
関
係
書
類
お
よ
び
送
金
関

係
書
類
の
添
付
ま
た
は
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成
28
年
分
の
所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税

の
確
定
申
告
会
場
は
、「
ア
ピ
セ
・
関
」で
す
。

【
関
税
務
署
が
開
設
す
る
確
定
申
告
会
場
の
ご
案
内
】

○
開
設
期
間
：
２
月
16
日（
木
）～

　
　
　
　
　
　

３
月
15
日（
水)

〈
土
日
は
除
く
〉

○
開
設
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
５
時　

（
受
付
終
了
時
間　

午
後
４
時
）

○
所 

在 

地
：「
ア
ピ
セ
・
関
」関
市
平
和
通
７-

５-

１

※ 

開
設
期
間
中
、関
税
務
署
で
は
申
告
書
等
の
作
成
指

導
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

申
告
書
の
提
出
の
み
の
場
合
は
関
税
務
署
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
開
設
期
間
： 

２
月
16
日（
木
）～

　
　
　
　
　
　

２
月
28
日（
火
）〈
土
日
は
除
く
〉

【
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
所
開
設
の
ご
案
内
】

○
開
設
時
間
： 

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　

／
午
後
１
時
～
４
時

○
会

　
　
場
：

・
ア
ピ
セ
・
関
ま
た
は
美
濃
加
茂
市
文
化
会
館

美
濃
加
茂
市
島
町
２-

５-

27

　

（ 

原
則
、
収
支
内
訳
書
等
の
作
成
相
談
を
行

い
ま
す
。
）

・
郡
上
市
八
幡
防
災
セ
ン
タ
ー

郡
上
市
八
幡
町
島
谷
２
２
８

（
確
定
申
告
書
の
作
成
相
談
を
行
い
ま
す
。
）

○
対 

象 

者
： 

前
年
分
の
所
得
金
額
が
３
０
０
万

円
以
下
の
方
で
、
消
費
税
の
課

税
事
業
者
で
あ
る
場
合
は
平

成
26
年
分
の
課
税
売
上
高
が

３
，０
０
０
万
円
以
下
の
方
、
給

与
所
得
者
お
よ
び
年
金
受
給
者

の
方（
た
だ
し
、
譲
渡
・
山
林
所

得
が
あ
る
方
、
贈
与
税
の
申
告

を
す
る
方
は
除
き
ま
す
）。

関
税
務
署　

☎
０
５
７
５-

２
２-
２
２
３
３

　
　
　
　
　

※
自
動
音
声
案
内

※ 

所
得
税
、
消
費
税
等
の
確
定
申
告
お
よ
び
贈

与
税
等
の
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
は
「
０
」

（
３
月
15
日（
水
）ま
で
ご
利
用
で
き
ま
す
）、

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
は「
１
」、
税

務
署
か
ら
の
照
会
や
お
尋
ね
は「
２
」を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

■所得税還付申告相談のみ

還付申告相談開催日 会　　　場 時　　　間

2/14（火）・ 2/15（水）
町防災センター　1F

（役場本庁西側の建物）
午前9時～午後4時

■所得税確定申告・住民税申告相談 ※ただし土・日曜日は除く

申告相談開催日 会　　　場 時　　　間

2/16（木） 久田見出張所

午前9時30分～午後3時30分

2/17（金） 福地出張所

2/20（月）～2/22（水） 和知出張所 午前9時～午後3時30分

2/23（木） 潮南出張所 午前9時30分～午後3時30分

2/24（金）・2/27（月） 錦津コミュニテイセンター 午前9時～午後3時30分

2/28（火）～3/15日（水）
町防災センター　1F

（役場本庁西側の建物）
午前9時～午後4時

役 場 か ら の お 知 ら せ
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岐
阜
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

や
お
つ
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
窓
口
開
設
中
！

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

こ
れ
は
、
国
に
よ
り
全
国
47
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た
公
設
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
関
で
す
。
経
営
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
お
悩
み
の
相
談
に
無
料
で
対
応
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
は
、
国（
中
小
企
業
庁
）が
平

成
26
年
度
か
ら
開
始
し
た「
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
支
援
事
業
」に
よ
る
経
営

相
談
窓
口
で
、
都
道
府
県
に
１
カ
所
ず
つ
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
年
８
月
か
ら
は「
や
お
つ
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
、
み
な
さ
ま
の
利
便
性
を
一
層
高
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

企
業
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
の
移
り
変
わ
り
は
激

し
く
、
企
業
間
競
争
も
激
化
す
る
中
で
、
企
業
が
抱

え
る
課
題
は
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
根
源
的
な
経
営
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
企
業
の
側
に
立
っ
た
頼
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
企
業
ご
と
の
異
な
る
課
題
に
対
し
、
専
門
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
総
合
的
・
先
進
的
な
経
営
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

中
小
企
業
等
の
経
営
上
の
お
悩
み
の
相
談
に
無
料

で
対
応
す
る「
や
お
つ
ビ
ジ
ネ
ス
相
談
窓
口
」を
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

このような経営上のお困りごとはございませんか？

販路開拓
売上拡大

技術経営
人財育成

商品開発

海外展開

ブランド
デザイン

IT活用
WEB集客

経営改善
事業再生

事業継承

中
小
企
業
経
営
者
の
頼
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

私たちがご相談をお受けします！

オークマ㈱、三井物産マシナリ
ー㈱などで、国内営業から海外
拠点経営までマーケティングの
最前線で実務経験を積み重ねる。
得意分野は、商品開発・販路開拓・
メディア（新聞・雑誌・テレビ）
を活用したプロモーションなど。

（公財）日本生産性本部認定経営
コンサルタント。

（公財）岐阜県産業経済振興セン
ター、モノづくりコーディネー
ターとして、ファンドの活用・
イベントの効果拡大・マスコミ
の活用・地域資源の発掘など、
幅広い中小企業支援の実績を有
する。中小企業診断士。

三輪　知生

岐阜県よろず支援拠点

チーフコーディネーター

加藤　徹

岐阜県よろず支援拠点

コーディネーター
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相
談
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
は
じ
め
は
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に

じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。
ご
相
談
に
来
ら
れ

た
方
の
目
線
に
合
わ
せ
て
、
ま
ず
何
か
ら
手
を
付
け
た
ら
い
い
か

を
一
緒
に
考
え
、課
題
解
決
へ
の
道
筋
を
導
き
出
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
次
回
の
相
談
ま
で
に
何
を
ど
こ
ま
で
進
め
る
の
か
計

画
を
立
て
て
、
１
回
の
相
談
は
終
了
し
ま
す
。

■これまでの相談事例■

課
題
解
決
へ
の
プ
ロ
セ
ス

お気軽にご相談を！

窓口にはさまざまな相談が寄せられます。

それらの相談に対するコーディネーターのアドバイスの一例を紹介します。

下請け体質から脱却して、
自社商品を開発したい。

相談者　ものづくり企業経営者

作っても作っても、
利益が出せなくて困っています。

相談者　農作物生産者

趣味で始めたお菓子づくりを、
本格的な事業にしたい。

相談者　創業を目指す方

以前売れていた商品が、
売れなくなってしまった。

相談者　企業経営者

【アドバイス】

■ 自社の強みを洗い出しましょう。従業員の能力を再

発見し、商品開発の方向性を考えるため、現場にお

伺いする場合もございます。

■ よろず支援拠点で開催する「商品開発」のワーク

ショップに参加してみましょう。

【アドバイス】

■ 流通ルートを見直してはどうでしょうか。また、生

産者の顔が見えることもポイントです。

■ 二次加工品の生産（委託）をすると、市場に出せない

ものや廃棄するものなどのロスを減らせます。

【アドバイス】

■ 価格やパッケージ、ネーミングも大切な要素です。

　他の事例を参考に一緒に考えます。

■ 地元のイベントなどに出品し、商品や売り方のヒン

ト、お客様の声を集めましょう。

【アドバイス】

■ 世の中のトレンドやヒット商品の推移に目を向けま

しょう。競合する商品を分析し、なぜ売れるのかを

一緒に考えます。

■売り場や売り方を見直しましょう。

■ パッケージやネーミングを変えることで、また売れ

るようになることもあります。

相談日 毎月　第1,第3月曜日　（祝日・年末年始を除く）

場　所 商工会館2階　（八百津町八百津3800番地4）

対　象 中小企業・小規模事業者・個人の方

ご利用 予約不要　当日、相談窓口にお越しください。電話による事前予約も可。

お問い合わせ 役場2階　産業課　商工観光係　☎43-2111（内線2253）

八百津町商工会　　　　　　　　☎43-0266

利用時間 午後1時～5時
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子育て情報ひろば
2 月の行事予定

子育て支援センター

　  ☎43-2111(内線2582)

八百津保育園 ☎43-0196

錦津保育園  ☎43-0449

久田見保育園 ☎45-1276

和知保育園  ☎43-0519

乳幼児学級  ☎43-0390入園前のお子さんとパパ、ママ、祖父母のみなさまの子育てを応援します！

幼いころ草花で遊んだことを覚えてますか?

なんでもない葉っぱがお皿・スプーンになり、

花や南天の実で飾り付けした砂のケーキ!!

おうちの中でも、いろいろ楽しめますよ。

プリンやゼリーのカップ・おしゃれなスチロール皿

も使えます。

広告のチラシを手でながーく破れば、パスタ

・焼きそば・丸めたらパン!

形も色も本物と違ってていいんです。

だって『ごっこあそび』なんですから・・・・

絵本の世界をまねしてみてもいいですよ!

『ままごとごっこ』を親子で楽しみませんか?

町内の保育園では２月に発表会を行います。
子どもたちが担任の先生と一緒に考え、ステー
ジの上で発表します。

ぜひ一度ご覧になってください。とっても素
敵ですよ!
・錦津保育園 2月4日（土）
 錦津コミュニティーきらり
・久田見保育園 2月４日（土）
 久田見保育園
・和知保育園 ２月１１日（土）
 和知センター
・八百津保育園 ２月１８日（土）
 八百津保育園

★　お待ちしています・・・★

“発表会のお知らせ”

お知らせ　保育園より

子育てあれこれ！

家族の子育て支援 (ファミサポ)

行 事 名 と　き 対　象 ところ 内　容

乳幼児相談 14日(火) 9 :30～11 :00 未就園児 子育て支援センター
身長・体重　発育相談
保健師・栄養士が対応

誕生会 23日(木)10 :30～11 :30 未就園児 子育て支援センター 大型絵本

子育て支援学級
ぴよぴよ

18日(土) 9 :30～11 :30

未就園児（0歳1歳）

八百津保育園 生活発表会にご招待
子育て支援学級

すくすく
未就園児（2歳以上）

子育て支援学級
わいわい

4日(土) 9 :30～11 :30 未就園児 錦津保育園 生活発表会にご招待

子育て支援学級
あおむし

4日(土) 9 :30～11 :30 未就園児 久田見保育園 生活発表会にご招待

子育て支援学級
ムーミン

11日(土) 9 :00～11 :30 未就園児 和知保育園 生活発表会にご招待

園庭開放

毎週月曜日9:30～11 :00 未就園児
八百津・久田見・

和知保育園
運動場で遊ぼう

毎週土曜日9:30～11 :00 未就園児 錦津保育園 運動場で遊ぼう

乳幼児学級

1日(水)　10 :00～11 :00
東部地区
学級生

久田見センター
1階　和室 閉級式

（1年の振り返り・
講話）

8日(水)　10 :00～11 :00
和知地区
学級生

和知センター
2階　和室

22日(水)　10 :00～11 :00
八百津・錦津
地区学級生

ファミリーセンター
2階　和室

和知保育園長　吉田万里先生より
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かんしゃくは、成長の過程でどうしても

通らなければならないものです。

叱りつけたり、言いなりになったり

するのではなく、

明橋　大二　著
　　　子育てハッピーアドバイス　より

家族の子育て支援 (ファミサポ)

子育て情報ひろば
3 月の行事予定

子育てあれこれ！

行 事 名 と　き 対　象 ところ 内　容

乳幼児相談 14日(火) 9 :30～11 :00 未就園児 子育て支援センター
身長・体重　発育相談
保健師・栄養士が対応

誕生会 16日(木)10 :30～11 :30 未就園児 子育て支援センター 人形劇

子育て支援学級
ぴよぴよ

7日(火)10 :00～11 :30
未就園児（0歳1歳）

八百津保育園 ともだちできたねの会
子育て支援学級

すくすく
未就園児（2歳以上）

子育て支援学級
わいわい

7日(火)10 :00～11 :30 未就園児 錦津保育園 ともだちできたねの会

子育て支援学級
あおむし

7日(火)10 :00～11 :30 未就園児 久田見保育園 ともだちできたねの会

子育て支援学級
ムーミン

13日(月)10 :00～11 :30 未就園児 和知保育園 人形劇

園庭開放
毎週月曜日9:30～11 :00 未就園児

八百津・久田見・
和知保育園

運動場で遊ぼう

毎週土曜日9:30～11 :00 未就園児 錦津保育園 運動場で遊ぼう

乳幼児学級

乳幼学級は3月は行いません。来年度は5月から開講します。

2月に各戸に申し込み書を配布致しますので、ご希望の方は教育委員会または各出張所までお

持ちください。

お問い合わせは、教育課　生涯学習係（ファミリーセンター内）　☎43-0390まで

2月27日（月）から3月9日（木）の間、保育園入園

前の生活リズムつくりとして行います。

（行事のある日は行いません）

親子でリズム体操や、絵本の読み聞かせを楽し

んでください。

＊詳しい日程はゆうゆう通信でお知らせします。

リズム＆絵本

3月10日（金）午前10時30分～

大型ペープサート

就園するお友達をお祝いします！

おたのしみ会

お知らせ
子育て支援センターより

子どもの気持ちを

　　くむことが大切です。
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保健センターだより 2月の行事予定

今年度の歯周病検診は、施設健診が2月28日（火）まで、集団検診が2月9日（木）の1回で終了します。

対象の方はこの機会に、ぜひ受診してください!

◎対 象 者： H7、2、S60、55、50、45、40、35、30、25、20年度生

　　　　　　　※8日（水）までに電話連絡してください。

◎自己負担金：500円

◎受 診 方 法：施設検診→美濃加茂市・加茂郡内の歯科医院に各自予約してください。

　　　　　　　集団検診→前日までに保健センターに電話予約してください。

☆ご不明な点は保健センターまでお問い合わせください。

～歯周病検診終了のお知らせ～

☆歯周病検診について☆

行　　事 期　　日 対　　象 当日受付時間 場　　所

母
子
保
健

乳
幼
児

4ヶ月児健診 2日（木） H28年9月～10月生 13 :00～13 :05

保健センター10ヶ月児健診 2日（木） H28年3月～4月生 11 :20～11 :25

2歳児歯科健診 9日（木） H26年12月～H27年1月生 13 :00～13 :05

予
防
接
種

四種混合

ヒブワクチン

肺炎球菌ワクチン

BCG

第1・3週

7日（火）

21日（火）

・ 赤ちゃん訪問時に1歳までの予診

票をお渡ししています。

・ 1歳以降に使用する予診票は個別

に通知いたします。

・転入の方はご連絡ください。

※予約制です。

　1週間前までに予約してください。

 13 :00～13 :20

※ 時間厳守でお

願いします。

保健センター
MRワクチンⅠ・Ⅱ期

日本脳炎Ⅰ・Ⅱ期

水痘

二種混合

第2・4週

14日（火）

28日（火）

妊
産
婦

プレママくらぶ 9日（木）
H29年5月～6月出産予定日

※3日（金）までに電話予約してください。
13 :05～13 :10 保健センター

マタニティー

スクール
24日（金）

H29年6月～8月出産予定日

※17日（金）までに電話予約してください。
10 :00～10 :10 保健センター

ベビークッキング＆

アフタービクス
15日（水）

産後6ヶ月までの産婦（定員20名）

※10日（金）までに予約してください。   
13 :00～13 :05

ファミリーセンター

2階

母子手帳交付 毎週水曜日

町内に住所のある全妊婦

※ マイナンバーカードおよび身分の証

明が出来る物を持参してください。

 9 :00～ 9 :30 保健センター

成
人
保
健

アルコールセミナー 3日（金）
各務原病院の天野宏一先生と上手な

お酒との付き合い方を学びます。
19 :30～21 :00 保健センター

歯周病検診 9日（木）
H7、2、S60、55、50、45、40、35、30、25、20年度生

※8日（水）までに電話連絡してください。

13 :50～14 :00

（要予約）
保健センター

健康相談 毎週水曜日 町民の方 10 :00～11 :00 保健センター
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保健センターだより 3月の行事予定

行　　事 期　　日 対　　象 当日受付時間 場　　所

母
子
保
健

乳
幼
児

1歳6ヵ月児健診 2日（木） H27年7月～8月生 12 :50～13 :00
保健センター

3歳児健診 2日（木） H26年2月～3月生 13 :20～13 :30

予
防
接
種

四種混合

ヒブワクチン

肺炎球菌ワクチン

BCG

第1・3週

7日（火）

21日（火）

・ 赤ちゃん訪問時に1歳までの予診

票をお渡ししています。

・ 1歳以降に使用する予診票は個別

に通知いたします。

・転入の方はご連絡ください。

※予約制です。

　1週間前までに予約してください。

 13 :00～13 :20

※ 時間厳守でお

願いします。

保健センター
MRワクチンⅠ・Ⅱ期

日本脳炎Ⅰ・Ⅱ期

水痘

二種混合

第2・4週

14日（火）

28日（火）

妊
産
婦

ベビークッキング＆

アフタービクス
15日（水）

※10日（金）までに電話予約してください。

（定員20名）
13 :00～13 :05

ファミリーセンター

2階

パパママ教室 11日（土） ※10日（金）までに電話予約してください。  9 :30～ 9 :40 保健センター

母子手帳交付 毎週水曜日

町内に住所のある全妊婦

※ マイナンバーカードおよび、身分の証

明が出来る物を持参してください。

 9 :00～ 9 :30 保健センター

子
育
て

子育て相談会 10日（金）

0歳～18歳の子どもを持つ保護者・家

族または本人を対象に相談に応じて

います。

相談員：臨床心理士　山本彩先生

10 : 00～15 :30

（要予約）
保健センター

成
人
保
健

健康相談 毎週水曜日 町民の方 10 :00～11 :00 保健センター

保健センター　☎43-2111
乳幼児健診や予防接種のお問い合わせは　健康福祉課　健康増進係（内線2561・2562）へ

メール相談：hosoudan@town.yaotsu.lg.jp

H28年度の対象者は以下の方です。ご確認ください！！
3月31日を過ぎると、公費での接種ができなくなります。

65歳：S26.4.2～S27.4.1生　70歳：S21.4.2～S22.4.1生　75歳：S16.4.2～S17.4.1生
80歳：S11.4.2～S12.4.1生　85歳：S6.4.2～S7.4.1生　90歳：T15.4.2～S2.4.1生
95歳：T10.4.2～T11.4.1生　100歳：T5.4.2～T6.4.1生

★お済みですか？肺炎球菌予防接種★

※ 60～65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器の機能に「自己の身辺の日常生活活動が極度に制限

される程度の障害」や「ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に日常生活がほとんど不可能な

程度の障害」がある方は申請により接種できます。

　この制度では、今までワクチンを接種したことがない方を対象としています。
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お知らせ Information
相
続
登
記
と
は
、
相
続
し
た
不
動
産
の
名
義
を
変
更
す
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。
相
続
登
記
は
期
限
が
定
め
ら
れ
て
お
ら

ず
、
ま
た
登
記
手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
手
続
き
が
遅
れ
が
ち
で
あ
る
ば
か
り

か
、何
代
に
も
わ
た
っ
て
放
置
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

不
動
産
の
名
義
を
変
更
し
て
い
な
い
と
、
売
却
す
る
場

合
や
担
保
に
し
て
融
資
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
な
ど
に

手
続
き
が
順
調
に
進
み
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
全
国
の
司
法
書
士
会
で
は
、
毎

年
２
月
を「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」と
定
め
、

無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
？

☎
岐
阜
県
司
法
書
士
会　

事
務
局　

０
５
８-

２
４
６-

１
５
６
８

●
と

　
き
…
２
月
１
日（
水
）～
28
日（
火
）

●
と
こ
ろ
…
県
内
す
べ
て
の
司
法
書
士
事
務
所（
各
施
設
の
執
務
時
間
内
）

●
相
談
料
…
無
料

●
相
談
例
… 「
土
地
の
名
義
が
先
々
代
の
ま
ま
」「
パ
ー
ト
ナ
ー
に

全
財
産
を
相
続
さ
せ
た
い
」「
相
続
人
の
中
に
行
方
不

明
の
人
が
い
て
、遺
産
分
割
協
議
が
で
き
な
い
」な
ど

「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」相
続
に
関
す
る
相
談

加茂休日急患診療所

 5日(日)　　田原医院 (☎53-5588)

11日(土祝)　岩永耳鼻咽喉科 (☎25-8749)

12日(日)　　木沢記念病院 (☎25-2181)

19日(日)　　太田ﾒﾃﾞｨｶﾙｸﾘﾆｯｸ (☎26-2220)

26日(日)　　安田内科ｸﾘﾆｯｸ (☎27-5088)

 5日(日)　　佐藤ｸﾘﾆｯｸ (☎43-1200)

12日(日)　　木沢記念病院 (☎25-2181)

19日(日)　　いこまﾌｧﾐﾘｰｸﾘﾆｯｸ (☎54-1233)

20日(月祝)　西田醫院 (☎28-3371)

26日(日)　　太田ﾒﾃﾞｨｶﾙｸﾘﾆｯｸ (☎26-2220)

※診療時間は、午前9時から午後5時までです。

2・3月

岐
阜
県
司
法
書
士
会
の
無
料
相
談
事
業
と
し
て
、
中
濃

支
部
で
は
毎
月
第
４
日
曜
日（
原
則
）に
無
料
相
談
会
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催

『
第
41
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
』の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
近
い
南
の
島『
ヨ
ロ
ン
島
』の
美
し

い
自
然
の
中
で
、
仲
間
と
の
共
同
生
活
や
野
外
活
動
を
し
ま

せ
ん
か
？
お
互
い
に
協
力
し
合
い
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
心
を
養
い
ま
す
。
ま
た
在
日
外
国
人
小
学
生
と
活
動
・

生
活
を
共
に
す
る
こ
と
で
、
言
語
や
習
慣
を
越
え
て
友
情

を
深
め
、
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
る
第
一
歩
と
し
ま
す
。

南
の
島
で
国
際
交
流

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

中
濃
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会

●
と

　
き
…
２
月
26
日（
日
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

●
と
こ
ろ
…
美
濃
加
茂
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
４
０
１
号
室

●
相
談
料
…
無
料

●
内

　
容
… 

不
動
産
・
会
社
等
登
記
・
多
重
債
務
・
裁
判
事
務
・

成
年
後
見
・
そ
の
他
業
務
範
囲
内
の
法
律
相
談

　
　
　
　
　

※
１
相
談
に
つ
き
40
分
以
内

●
そ
の
他
…
相
談
日
前
週
の
火
曜
日
ま
で
に
要
予
約

●
と
　
き
…
３
月
26
日（
日
）～
４
月
１
日（
土
）

●
と
こ
ろ
…
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

●
説
明
会
…
無
料（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
参
加
費
…
あ
り（
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

●
定
　
員
…
日
本
人
小
学
生
２
０
０
名/
在
日
外
国
人
１
０
０
名

　
　
　
　
　

平
成
29
年
２
月
末
現
在　

小
学
校
２
～
６
年
生

●
締
め
切
り
…
３
月
６
日（
月
）

『
食
料
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
』

●
と
　
き
…
２
月
25
日（
土
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ
…
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館　

第
２
棟
３
階　

講
堂

●
講
　
師
…
奥
田
孝
道　

氏

●
参
加
費
…
無
料　

要
予
約　
　

●
定
　
員
…
２
０
０
名

『
文
学
と
想
像
力
』

●
と
　
き
…
２
月
５
日（
日
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ
…
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館　

第
２
棟
３
階　

講
堂

●
講
　
師
…
伊
東
英　

氏

●
参
加
費
…
無
料　

要
予
約　
　

●
定
　
員
…
２
０
０
名

『
日
本
の
基
層
文
化
に
つ
い
て
』

●
と

　
き
…
２
月
５
日（
日
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
と
こ
ろ
…
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館　

第
２
棟
３
階　

講
堂

●
講

　
師
…
長
谷
川　

晃
子　

氏

●
参
加
費
…
無
料　

要
予
約　
　

●
定
　
員
…
２
０
０
名

☎
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー　

予
約
受
付
専
用
電
話
番
号

０
５
８-

２
４
８-

１
７
１
５　

（
平
日
午
後
１
時
～
４
時
）

☎
公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年
研
修
協
会

０
３-

６
４
１
７-

９
７
２
１

☎
放
送
大
学　

岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー　

　

０
５
８-

２
７
３-

９
６
１
４

放
送
大
学
講
演
会
を
開
催

3月

2月

岐
阜
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
学
生
と
地
域
の
み
な
さ
ん

が
共
に
学
べ
る
無
料
の
公
開
講
演
会
の
ほ
か
、
資
格
や
学

位
取
得
を
目
指
す
社
会
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

『
言
葉
を
雑
楽
す
る
Ⅱ
』

●
と

　
き
…
２
月
４
日（
土
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

●
と
こ
ろ
…
ふ
れ
あ
い
福
寿
会
館　

第
２
棟
３
階　

講
堂

●
講

　
師
…
廣
田
則
夫　

氏

●
参
加
費
…
無
料　

要
予
約　
　

●
定

　
員
…
２
０
０
名

<

公
開
講
演
会>
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☎
自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所　

０
５
７
４-

２
５-

７
４
９
５

☎
Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の
本
店　

営
農
対
策
課　

０
５
７
５-

２
３-

５
８
８
５

JA
め
ぐ
み
の
就
農
塾
生
の
募
集

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
の
募
集

情
報
通
信
　
標
語
募
集

●
募
集
内
容
… 

情
報
通
信
を
安
心
・
安
全
に
利
用
す
る
た
め
の
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
意
識
を
啓
発
す
る
標
語

●
応
募
部
門
… 

個
人
が
応
募
す
る「
個
人
部
門
」と
、
学
校
を
代

表
し
て
応
募
す
る「
学
校
部
門
」が
あ
り
ま
す
。

●
締
め
切
り
…
２
月
28
日（
火
）必
着

●
注
意
事
項
…
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

な
お
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
そ 

の 

他
… 

応
募
者
の
個
人
情
報
は
主
催
者
が
管
理
し
、

目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
応
募
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w.fm
m

c.or.jp/hyogo/

今
回
の
募
集
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
標
語
は
、平
成
29
年
度
情
報
通
信

月
間
に
お
け
る
広
報
・
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
、全
国
各
地
で
実
施

さ
れ
る
各
種
啓
発
事
業
・
行
事
等
に
お
い
て
幅
広
く
使
用
さ
れ
ま
す
。

☎
一
般
財
団
法
人　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
振
興
セ
ン
タ
ー　

０
３-

５
４
０
３-

１
０
９
０

初
心
者
を
含
む
情
報
通
信
利
用
者
が
、情
報
通
信
を
安
心
・

安
全
に
利
用
す
る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
関
す
る
意
識
や
知
識
の
重
要
性
に
気
づ
き
、
考
え
る
き
っ

か
け
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
標
語
を
公
募
し
ま
す
。

Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の
で
は
、
今
後
農
業
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、

就
農
を
目
指
す
人
の
た
め
に
、
プ
ロ
農
家
の
圃
場
で
実
体
験

を
し
な
が
ら
農
業
の
基
礎
を
習
得
す
る
塾
を
開
き
ま
す
。
興

味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

防
衛
省
で
は
、
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
お
よ
び
予
備
自
衛

官
補
を
募
集
し
ま
す
。
併
せ
て
、
引
き
続
き
自
衛
官
候
補

生
男
子（
今
春
入
隊
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
衛
隊
美
濃
加
茂
地
域
事
務
所
で
は
、
自
衛
隊

の
活
動
お
よ
び
採
用
制
度
等
の
細
部
に
つ
い
て
、
随
時
説

明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
品
目
に
限
ら
ず
、
随
時
就
農
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

募集種目 応　募　資　格
(年齢は30年4月1日現在) 受付期間 試験日

(試験会場)

幹部候補生

一般 ・22歳以上26歳未満　※１

3月1日～
5月5日

5月13日・14日
（ 14日は飛行要

員のみ）
歯科・
薬剤科

・専門の大卒者（見込含）
・20歳以上30歳未満
　（薬剤：20歳以上28歳未満）

予備
自衛官補

一般
公募

・18歳以上34歳未満
受付期間中～

4月7日

4月14日～18日
のうち1日を指
定します。技術

公募
・18歳以上で保有技能により
　53歳～55歳未満　※2

自衛官候補生(男子)
・18歳以上27歳未満の男子
　(年齢は29年4月1日現在)

随時受付 3月4日・17日

※１　大卒・修士課程修了者（見込含）は資格年齢が異なりますので、お問い合わせください。

※２　保有技能、年齢制限の細部はお問い合わせください。

日
頃
の
感
謝
の
意
を
込
め
、
八
百
津
町
の
み
な
さ
ま
を

日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
へ
ご
招
待
し
ま
す
！
左
記
招
待
期

間
内
は
入
園
料
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族
・
お
友
達
と

一
緒
に
ご
来
園
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

八
百
津
町
民
感
謝
デ
ー

日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
へ
無
料
招
待
！

☎
日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク　

０
５
６
８-

６
１-

０
８
７
０

●
招
待
期
間　

１
月
30
日（
月
）～
31
日（
火
）

　
　
　
　
　
　

２
月
３
日（
金
）～
４
日（
土
）

●
内
　
　
容　

日
本
モ
ン
キ
ー
パ
ー
ク
入
園
招
待

※ 

世
界
サ
ル
類
動
物
園
お
よ
び
乗
り
物
・
駐
車
場
代
は
別
途
料
金
が
必
要

●
そ 

の 

他　

 

免
許
証
・
保
険
証
な
ど
住
所
を
証
明
で
き
る

も
の
を
入
園
ゲ
ー
ト
改
札
口
で
ご
提
示
く
だ

さ
い
。
１
名
の
証
明
で
２
名
ま
で
有
効
で
す
。

●
学
習
期
間　

４
月
～
平
成
30
年
３
月

●
募
集
人
員　

40
名

●
対 

象 

者　

 

Ｊ
Ａ
め
ぐ
み
の
管
内
で
就
農
が
見
込
め
る

概
ね
65
歳
ま
で
の
方

●
内

　
　
容　

基
礎
学
習
、
圃
場
実
習（
12
回
程
度
）

　
　
　
　
　
　

基
礎
講
座
、視
察
研
修
、プ
ロ
農
家
体
験
談
、

　
　
　
　
　
　

土
づ
く
り
・
経
営
講
座　

等

　
　
　
　
　
　

 

サ
ト
イ
モ（
関
市
）、
夏
秋
ト
マ
ト（
郡
上
地
域

ま
た
は
白
川
地
域
）、
夏
秋
ナ
ス（
美
濃
加
茂

地
域
）の
う
ち
、
い
ず
れ
か
１
コ
ー
ス
選
択

●
募
集
期
間　

３
月
３
日（
金
）

●
受 

講 

料　

１
万
円

（
※
講
習
代
、
保
険
料
、
視
察
代
、
資
料
代
等
を
含
む
）

基
礎
学
習

圃
場
実
習
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新年明けましておめでとうございます。みなさま
には輝かしい新年を健やかにお迎えのことと、心か
らお慶び申し上げます。昨年中は、町政への温かい
ご支援とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

私が町長に就任して1年を迎えることとなりまし
た。新しい年を迎えるにあたり、引き続き町民のみ
なさまの声を大切に、安全・安心なまちづくりに一
層努力して参りたいと気持ちを新たにしているとこ
ろであります。

昨年11月25日には、当町と御嵩町を結ぶ主要地
方道多治見白川線伊岐津志工区の開通式が行われ、

「やおつトンネル」を含む2.47キロメートルが全線開
通しました。平成7年度から約21年間という長期に
渡り、総額62億円の巨額が投じられて、ようやく
開通の日を迎えることができました。これまでこの
工事に関わってこられました非常に多くの方々、ま
た、いつかいつかと心待ちにしてこられた多くの
町民のみなさまには、万感の思い、胸に迫るものが
あったのではないかと推察申し上げます。八百津町
にとりましては、誠に喜ばしいことであるとともに、
交流人口の増加や移住定住の促進、また観光振興な
ど将来に向けて大きな期待を抱かせるものであると
強く感じているところであります。

現在当町は「命のビザ」をはじめとする杉原リスト
のユネスコ「世界の記憶」登録に向けて、町全体、岐
阜県と共に総力を挙げて取り組んでおります。今後
も一層、杉原千畝氏の「命の尊さ」「命の大切さ」とい
った人道・博愛精神を国内外に発信し、交流人口の
増加を推し進めていく必要があります。そして国民
として、杉原千畝氏の心を学び育み、未来永劫に継
承していかなくてはならないと考えています。

また、昨年7月31日から開催いたしました杉原
ウィークの中で、本町とリトアニア・カウナス市
との間で、友好交流に関する同意書を交わしまし
た。カウナス市のイナ・プクリテ教育文化委員長は、

「人々の命を救った杉原氏の選択が世界中に知られ
ることが重要」とあいさつされ、今後に向けた友好
関係が期待されています。

昨年10月6日、公共交通の再生と観光振興の期待
を乗せた本町のラッピングタクシー、杉原千畝氏な
どをデザインした2台について、東京で出発式を行
いました。1台は執務室でペンを取る杉原氏、もう
1台は町の春祭りの山車をデザインしました。ぜひ
大勢の方に利用していただきたいと思います。

さらに、産・学・官連携による新たなエネルギー
への取り組みが芽生える中、この機会を最大限に生
かし、当町の地域資源を活用した再生可能エネルギ
ーを推進することで、新たなまちづくりやビジネス

町長 新年のあいさつ
モデルを創造できる環境が生まれつつあります。

また八百津町と岐阜大学が、多様な分野で包括的
に緊密な協力関係を築くこととなりました。持続
的・発展的に連携を深めることにより、活力ある地
域社会の形成および発展、未来を担う人材育成、な
らびに町民等の教育文化活動等の推進に寄与するこ
とを目的とします。町と岐阜大学の間で包括連携協
定を12月1日に締結しました。

連携活動内容は次のとおりです。
①�出会いから結婚・子育てまでのサポート体制の充

実など少子化対策の推進
②空き家・空き地の活用など移住・定住の推進
③�消防団員の確保や防災意識の高揚など地域防災の推進
④�杉原千畝氏を核とした人道精神の普及・啓発など

人道教育の推進
⑤夢・志をもった人材育成の推進
⑥地域に合った農作物のブランド化の推進
⑦町の観光資源を活用した地域活性化の推進
⑧�低炭素社会の実現と次世代エネルギー産業の創出

に向けた取り組みの推進
⑨�地域の課題解決に向けた取り組みへの参加とコ

ミュニティ活動の活性化

また、2年間に渡り作り上げて参りました第5次
八百津町総合計画を、昨年策定させていただきまし
た。目指すべきまちづくりの将来像ですが、町の状
況や、町民の意向、社会・経済の動向、課題、基本
的視点を踏まえ、次のように定めます。

「ひとと自然が響き合い　
未来へ奏でる人道の町　やおつ」

町の宝である杉原千畝氏の人道精神を基調にしつ
つ、町民と自然が共生して生活できる優しいまちづ
くりを目指します。それを現在だけでなく、より発
展的に将来へと繋ぎ、人が輝くようなまちづくりを
行っていきます。人を呼ぶ魅力のあるまちづくりと
少子高齢化への対応をして参りますので、なお一層
のご支援ご理解をお願い申し上げます。

結びに、今年一年が町
民のみなさまにとりまし
て、素晴らしい年となり
ますことを心からお祈り
申し上げまして、新年の
あいさつといたします。

八百津町長　金子政則
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地域包括支援センター　2月3月の予定
２
月
９
日（
木
）　
23
日（
木
）　
３
月
９
日（
木
）　
23
日（
木
）

　
と

　
き
：
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 
と
こ
ろ
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

<

お
元
気
サ
ロ
ン>

※
要
予
約

２
月
13
日（
月
）　
３
月
13
日（
月
）

　
と
　
き
：
午
後
１
時
30
分
～ 

と
こ
ろ
：
保
健
セ
ン
タ
ー

※
の
ぞ
み
の
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
精
神
保
健
福
祉
士
が
個
別
に
対
応
し
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

<

こ
こ
ろ
の
相
談>

※
要
予
約

２
月
14
日（
火
）　
と
こ
ろ
：
錦
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
き
ら
り　

３
月
14
日（
火
）　
と
こ
ろ
：
和
知
出
張
所

　
と
　
き
：
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

<

高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談
会>

※
要
予
約　

訪
問
相
談
あ
り

２
月
10
日（
金
）　
と

　
き
：
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

と
こ
ろ
：
フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
調
理
室

　
　
　
　
　
　
　

持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

　

管
理
栄
養
士
を
講
師
に
招
き
、
健
脳
食
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
２
月
６
日（
月
）ま
で
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

<

オ
レ
ン
ジ
サ
ー
ク
ル（
認
知
症
介
護
者
家
族
の
会)>

※
要
予
約

２
月
21
日（
火
）　
と
　
き
：
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

と
こ
ろ
：
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
そ
っ
と
見
守
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

２
月
17
日（
金
）ま
で
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

<

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座>

３
月
10
日（
金
）　
と
　
き
：
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分　

と
こ
ろ
：
北
部
農
村
セ
ン
タ
ー

<

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ>

はつらつ健康セミナー
介護予防講演会を開催！

一人ひとりが、自分のことが自分で

できるよう自立した生活をできるだけ

長く続けることが「健康寿命」の延伸に

つながります。そのコツをおなじみの

先生に語っていただきます。

と　き：3月1日（水）（受付：午後1時～）

 午後1時30分～3時30分　

ところ：ファミリーセンター　大研修室

入場料：無料 

内　容：

◇午後1時30分～2時

　 新しい介護保険制度のお話

　4月からスタートします！

　介護予防・日常生活支援総合事業！

　説明…健康福祉課　介護保険係

◇午後２時～3時30分　講演

　日常生活を見直そう

～健康寿命を伸ばすために～

　講師　各務原病院　理事長　天野宏一氏

シリーズ 包括支援
No.66

新着図書情報は町ホームページで紹介中です！
http://www.town.yaotsu.lg.jp

開館時間：午前10時～午後6時

休 館 日：毎週月曜日・第3日曜日・年末年始

図書貸出：1人3冊まで（最長2週間）

ファミリーセンター2階　☎43-0390

◆
お
問
い
合
わ
せ
◆　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

直
通 

４
３-

３
２
６
７　

代
表 

４
３-

２
１
１
１（
内
線
２
５
６
６
）

「
ｉ 

（
ア
イ
）」西
加
奈
子
／
著　

ポ
プ
ラ
社

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た
び
に
、
次
の
展
開
が
気
に
な
っ

て
、気
に
な
っ
て･･･

こ
ん
な
気
持
ち
に
な
る
本
と
、久
々

に
出
会
え
ま
し
た
。

主
人
公
の
ア
イ
は
、
ア
メ
リ
カ
人
と
日
本
人
の
血
の

つ
な
が
ら
な
い
両
親
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
高
校
の
入

学
式
の
翌
日
に
数
学
教
師
に
言
わ
れ
た「
こ
の
世
に
ア
イ

（
虚
数
）は
存
在
し
ま
せ
ん
」と
い
う
言
葉
が
、
そ
の
後
も

彼
女
の
心
に
残
り
続
け
る
の
で
す
が･･･

。

「
三
鬼　

三
島
屋
変
調
百
物
語
四
之
続
」

宮
部
み
ゆ
き
／
著　

日
本
経
済
新
聞
出
版
社

大
人
気
シ
リ
ー
ズ
の
四
作
目
で
す
。
人
間
の
業
、
一

歩
踏
み
出
す
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
怪
談
集

だ
け
れ
ど
も
、
怖
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
悲
し
く
、
で

も
心
に
温
か
く
染
み
て
い
く
物
語
で
す
。
特
に
２
話
目

に
収
録
の「
食
客
ひ
だ
る
神
」で
は
、
か
わ
い
ら
し
い
妖

が
登
場
し
、
ほ
っ
こ
り
和
み
ま
す
よ
。
暖
か
い
部
屋
で

読
む
、
冬
の
怪
談
も
良
い
も
の
で
す
。
既
刊
３
冊
も
読

み
返
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

「
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん　

そ
ら
を
と
ぶ
」

工
藤
ノ
リ
コ
／
著　

白
泉
社

と
っ
て
も
か
わ
い
く
て
ユ
ー
モ
ラ
ス
な「
ノ
ラ
ネ
コ

ぐ
ん
だ
ん
」。
今
度
は
飛
行
機
で
イ
タ
ズ
ラ
放
題
。
レ

バ
ー
を
ガ
ッ
チ
ャ
ン
！
あ
れ
あ
れ
、
飛
行
機
が
飛
び

た
っ
ち
ゃ
っ
た
?!

大
人
気
シ
リ
ー
ズ
第
四
弾
で
す
。
園
児
へ
の
読
み
聞
か

せ
に
も
ぴ
っ
た
り
の
１
冊
で
す
。
小
ネ
タ
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
の
で
、大
人
も
何
度
も
読
み
返
し
た
く
な
り
ま
す
よ
。

2月18日（土）　午後2時～2時30分

みんなで来てね、まってるよ！

おはなしランド
楽しい読み聞かせタイム♪

（
認
知
症
に
つ
い
て
何
で
も
話
せ
る
カ
フ
ェ
で
す
）
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８
０
２
０
と
は
、
「
80

歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上

自
分
の
歯
を
保
と
う
」
と

い
う
運
動
で
す
。
生
涯
、

自
分
の
歯
で
食
べ
る
楽
し

み
を
味
わ
え
る
よ
う
に
と

の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
年
の
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
井
幸
子/

吉
田
勲/

各
務

良
夫/

中
嶋
厚
箕/

羽
賀
千
弘/

林
玉
子/

後
藤
明
子/

佐
藤
忠

夫/

吉
田
き
く
へ/

山
田
昭
夫/

後
藤
静
子/

加
藤
榮
子/

吉
田

今
三/

村
瀬
ミ
ヨ/

古
田
ほ
こ/

伊
佐
治
照
子（
敬
称
略
）

12
月
９
日（
金
）か
ら
15
日（
木
）に
か
け
て
、
マ
レ

ー
シ
ア
か
ら
の
来
日
生
エ
ル
ウ
ィ
ン
さ
ん(

写
真
左
か

ら
２
人
目)

が
八
百
津
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
受
け
入
れ

は
八
百
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
で
す
。

エ
ル
ウ
ィ
ン
さ
ん
は
国
内
の
観
光
地
と
併
せ
て
町
の

魅
力
を
満
喫
。
杉
原
千
畝
記
念
館
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

14
日（
水
）に
は
、
八
百
津
中
学
校
を
訪
問
し
、
生
徒
ら

と
い
っ
し
ょ
に
習
字
の
学
習
を
し
ま
し
た
。
授
業
は
漢
字

の
成
り
立
ち
を
考
え
る
も
の
で
、
わ
き
あ
い
あ
い
と
し
た

中
で
筆
を
取
り
、
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。
エ
ル
ウ
ィ
ン

さ
ん
の
習
字
に
、
生
徒
達
か
ら
は「
す
ご
く
上
手
！
」「
文

字
が
可
愛
ら
し
く
て
い
い
ね
」と
声
が
上
が
り
ま
す
。

給
食
後
に
は
役
場
公
室
に
て
金
子
町
長
ら
と
談
話
。

和
や
か
な
雰
囲
気
で
握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。　

平
成
18
年
に
開
所
し
た
社
会
福
祉
法
人
清
流
会「
わ
た
げ
の

家
」が
、
10
年
目
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
12
月
４
日（
日
）に

フ
ァ
ミ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
約
３
５
０
名
の
来
場
者
の

中
、
10
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
記
念
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
飯
田
理
事
長
よ
り
開
所
の
経
緯
や
こ
の
10
年
を
振
り

返
る
話
が
あ
り
、
そ
の
後
ス
ラ
イ
ド
で
年
月
を
思
い
返
し
な
が
ら

の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
利
用
者
代
表
の
２
名
か
ら
、
日
頃

の「
わ
た
げ
の
家
」で
の
生
活
に
つ
い
て
の
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ナ
ー
の
松
野
明
美
さ

ん
を
お
招
き
。「
い
ち
ば
ん
じ
ゃ
な
く
て
い
い
ん
だ
よ
」と
い
う
テ

ー
マ
で
自
身
の
マ
ラ
ソ
ン
人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
ダ
ウ
ン
症

と
い
う
障
が
い
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
息
子
と
歩
い
て
き
た

家
族
の
絆
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の
、
と
て
も
印

象
に
残
る
話
で
し
た
。

健
康
な
歯
で
笑
顔

８
０
２
０
賞

マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
よ
う
こ
そ
！

「
わ
た
げ
の
家
」開
所
10
周
年
記
念
式
典
を
開
催
！

11
月
20
日（
日
）か
ら
３
週
間
に
わ
た
り
平
成
28
年
度
町
民
野
球

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
は
11
チ
ー
ム
が
参
加
し
、白
熱
し
た

ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
の
中
で
は
八
百
津
ゴ
ー
ル
ド（
還
暦
チ
ー
ム
）か
ら
、

八
百
津
中
学
校
野
球
部
へ「
い
つ
ま
で
も
野
球
少
年
で
あ
る
よ

う
に
」と
激
励
を
兼
ね
、試
合
球
１
ダ
ー
ス
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
21
日（
月
）に
、
教

育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
激

励
金
の
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
激
励
金
は
『
第

44
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

全
国
大
会
』へ
出
場
し
た
、

市
岡
祐
亮
さ
ん（
右
）、
佐

藤
礼
奈
さ
ん（
中
央
）、
富

松
佑
菜
さ
ん（
左
）へ
贈
ら

れ
ま
し
た
。

大
会
高
等
学
校
の
部
で

は
、
音
楽
表
現
の
可
能
性

を
追
求
し
、
よ
り
高
度
な

技
術
や
創
造
性
が
競
わ
れ

ま
す
。
３
人
は
金
子
町
長

に
尋
ね
ら
れ
る
と
、
笑
顔

で
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に

つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

激
励
金
を
交
付

優
勝　

八
百
津
一
般
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん（
上
）

準
優
勝　

八
百
津
中
学
校
チ
ー
ム
の
み
な
さ
ん（
下
）

町
民
野
球
大
会
結
果
発
表
！



2月・3月のごみ収集日
■お問い合わせ　役場1階　水道環境課　環境衛生係

☎43-2111（内線2124）

八
百

津
町

ご
み

処
理

容
器

等

購
入

補
助

金

交
付

申
請

委
任

状

八
百

津
町

長
　

様

　
　

私
は

、
裏

面
の

者
を

代
理

人
と

定
め

、
見

出
し

の
補

助
金

の

交
付

申
請

、
請

求
お

よ
び

受
領

に
関

す
る

一
切

の
権

限
を

委
任

し
ま

す
。

※
購

入（
委

任
）年

月
日

※
住

所（
自

治
会

）

※
購

入（
委

任
）者

名
と

印

※
は

購
入（

委
任

）者
が

記
入

押
印

し
町

内
登

録
販

売
店

へ
提

出
く

だ
さ

い
。

印

● ●ごみ収集

粗大ごみの可燃・不燃の区別がなくなりました。

※ 蛍光管・LED電球・体温計（水銀式）は、役場本庁・

役場各出張所の回収ボックスへ出してください。

※ 使用済小型家電の回収を行っております。役

場・各出張所内にある回収ボックス・コンテ

ナ（小）へ投入してください。（開館時間のみ）
注）回収ボックス投入口ｻｲｽ（゙横31cm×縦15cm）
　　回収コンテナ（小）ｻｲｽ（゙横50cm×縦38cm×高さ27cm）

※ 乾電池は、役場本庁・役場各出張所の回収ボ

ックスへ出してください。

※ テレビ・冷蔵庫（冷凍庫）・洗濯機・エアコン

は収集しません。(株)橋本または購入した店

に引き取りを依頼するか、指定引き取り場所

へ直接搬入してください。

不燃ガラス類
資源ビン類
粗大ごみ

Ａ地区
（不燃ごみ集積所）

3月30日（木）

Ｂ地区
（不燃ごみ集積所）

3月31日（金）

不燃金物類
資源カン類
粗大ごみ

Ａ地区
（不燃ごみ集積所）

2月27日（月）

Ｂ地区
（不燃ごみ集積所）

2月28日（火）

Ａ地区＝八百津（下記の八百津地区以外）・錦織・和知・伊岐津志
Ｂ地区＝杣沢・口杣沢・丸山・赤薙・北山・白橋・五宝平・久田見・福地・潮南

※ プラマークと呼ばれるリサイクルマークが表
示されたプラスチック製の容器および包装が
収集の対象です。

ただし、ペットボトルおよび食品トレイ、
　発泡スチロールは、別に分別収集を行っ
　　ているため対象外です。

その他プラ 各自治会の
不燃ごみ集積所

 2月12日(日)

 2月26日(日)

  3月12日(日)

  3月26日(日)

※ ペットボトルは洗浄して、フタを取って出し

てください。

　（フタは可燃ごみまたはその他プラです。）

※ 発泡スチロール製の箱は、宛名ラベルなどを

剥がしてください。

※ 古着類は、濡れたもの、油などが付着して汚れ

たもの、布団、電気毛布、じゅうたん、履き物、

ぬいぐるみなど衣類以外のものは収集しません。

※ 瓦・タイル・陶器類・コンクリート・ブロック・

壁土以外（土砂や岩石）は処分できません。

※ 業者に請け負わせた工事で発生したがれき類

は処分できません。

※ 300㎏以上のがれき類を処分しようとすると

きは事前に申請してください。（有料）

がれき類

久田見処分場
毎月第1・第3日曜日
午後12時30分～４時

錦織処分場
毎月第2・第4日曜日
午前９時～午後４時

ペットボトル
食品トレイ
発泡スチロール

Ｂ＆Ｇ体育館北側
各出張所

3月5日（日）
午前8時～11時

古着回収
Ｂ＆Ｇ体育館北側
各出張所（福地・潮
南出張所を除く）

※お知らせ（家庭用廃家電４品目について）※

冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン・テレビ（ブラウン管・液晶・プラズマ式）・衣類

乾燥機は自治会のごみ集積場には出せません。次のどれかの方法で出してください。

　○販売店に引き取ってもらう。

　○（株）橋本に戸別収集を依頼する。

　○指定取引場所へ搬入する。

－ごみ出しルールを守りましょう－

可燃ごみ 全地区（午前5時から8時までに可燃ごみ集積所へ出してください。) 毎週 火曜日・金曜日

陶器類 不燃ごみ集積所 3月5日（日）

○収集日の午前８時までに不燃ごみ集積所へ出してください。

○収集する陶器類は、茶碗や植木鉢などです。

○土や石、石綿管、スレート、石膏ボードなどは収集しません。

○袋は、紙袋やポリ袋などで、とくに指定はありません。

○袋には、陶器類と記入し「自治会名･氏名」も書いてください。
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平成28年　八百津町の火災発生状況

※平成28年の年間出動件数は8件でした。

火　

災　

出　

動　

件　

数

月 建物 林野 車両 その他 合計

1月 1 1

2月 1 1

3月 1 2 3

4月

5月

6月

7月 1 1

8月 1 1

9月 1 1

10月

11月

12月

合計 1 2 5 8

平成28年　八百津町の救急出動状況

※平成28年の年間出動件数は388件でした。平成27年よりも12件減でした。

救　

急　

出　

動　

件　

数

月 火災 自然 水難 交通 労働 運動 一般 加害 自損 急病 その他 月計 累計 不搬送

1月 5 1 2 29 2 39 39 3

2月 2 3 1 27 5 38 77 3

3月 1 1 3 1 24 2 32 109 1

4月 1 3 6 20 1 31 140

5月 2 1 4 18 25 165 2

6月 5 1 1 5 14 1 27 192 1

7月 1 3 1 24 1 30 222 1

8月 2 2 4 25 3 36 258 1

9月 3 2 7 22 2 36 294 1

10月 2 1 5 18 3 29 323 1

11月 4 3 23 4 34 357

12月 1 1 28 1 31 388

合計 29 10 3 46 2 1 272 25 388 388 14

夜
間
の
交
通
事
故
防
止

笑
顔
で「
ハ
、
ハ
、
ハ
」運
動

早
め
の
ラ
イ
ト
オ
ン
！

午
後
４
時
か
ら
８
時
は
交
通
事
故
が
最
も
多
く

発
生
す
る「
魔
の
時
間
帯
」で
す
。
自
車
の
存
在
を

他
に
知
ら
せ
る
た
め
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま

し
ょ
う
。

あけましておめでとうございます
本年も警察活動にご理解とご協力を

よろしくお願い申し上げます。

交番員一同

謹 

賀 

新 

年

町
民
の
み
な
さ
ま
と
共
に
、
防
火
・
防
災
の
意
識

向
上
を
目
指
し
て
、
消
防
業
務
を
遂
行
し
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ハ
イ
ビ
ー
ム
の
使
用
で
交
通
事
故
防
止

夜
間
に
発
生
し
た
歩
行
者
×
車
両
の
死
亡
事
故

は
、
全
て
ロ
ー
ビ
ー
ム
で
し
た
。
交
通
量
の
多
い

市
街
地
な
ど
を
通
行
し
て
い
る
と
き
を
除
き
、
ハ

イ
ビ
ー
ム
に
し
て
歩
行
者
・
自
転
車
・
障
害
物
を

早
く
発
見
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

対
向
車
や
先
行
車
が
い
る
と
き
は
ロ
ー
ビ
ー
ム
に

切
り
替
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

反
射
材
の
装
着
で
交
通
事
故
防
止

運
転
者
に
自
分
の
存
在
を
早
く
知
ら
せ
る
た
め
、

歩
行
者
は
衣
服
・
身
の
回
り
品
に
、
自
転
車
は
側

面
に「
命
を
守
る
反
射
材
」を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。





「FMらら（FM76.8MHz）」で八百津町のお宝情報発信中!!

八百津町の情報番組「やおつまるごと宝ジオ」を放送しています。

八百津町の旬な情報をお届けしています。ぜひご試聴ください！

※ラジオの電波が届かなくても「FMらら」がスマホやタブレットでも聞けます！！

「FMらら」のサイトから専用アプリをインストールしてください。（無料）

毎月第1週の金曜日　午後6時～6時20分

2017年も広報やおつを

よろしくお願いします！

「すぐメール802」の登録はこちらへ
QRコードを読み取り、空メールをお送りください。
QRコードの読み取りができない方は、下記アドレス宛に空メールをお送りください。

<お問い合わせ>　八百津町役場　総務課　情報政策係まで
t-yaotsu@sg-m.jp

〒505-0392 岐阜県加茂郡八百津町八百津3903-2
☎0574-43-2111　 0574-43-0969
ホームページ http://www.town.yaotsu.lg.jp　メール yaotsu@town.yaotsu.lg.jp平成29年1月20日発行

八百津町役場
環境に優しい植物インキと

再生紙を使用しています

「やおつトンネル開通！」
佐藤 和人（須賀）

「南天に雪」
後藤政美（野上）

ふ
る
さ
と
写
真
館

写
真
協
力
　
社
会
教
育
視
聴
覚
協
議
会


